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6
2021
令和 3年 水無月
No.374

今月の主なニュース

今月のクロスワードパズルに
正解した方の中から抽選で

今月のプレゼント

頼もしい 29 歳
両親、妻のサポートを得て１年中、田畑
を飛び回る吉野町の髙橋宙

みちてる
暉さん。大麦収

穫を終え、今は水稲に取りかかっている。
ほかに酒米、玉ネギ、スイートコーン、ズッ
キーニ等々。いずれも栽培面積は半端じゃ
ない。受託面積も増加の一途で無人ヘリの
オペレーターとしても忙しい。八面六臂の
活躍だが、その目は常に先を見据える。「個
人では限界があるので法人化して南方地域
を管理できる組織作りを目指す」。頼もし
い 29歳である。（４面に関連）

●書面議決で粛々と開催… ……… 第 31回通常総代会… … 2～ 3Ｐ
●薫風のなか新茶収穫… ………… 北浦町の天野さん………………4Ｐ
●好評です！意見収集活動… …… 非常勤理事も奮闘………………5Ｐ
●2年ぶりの開催に活気づく土々呂町…… 春の苗市…………………………5Ｐ
●おごそかに畜魂祭… …………… 畜連、延岡和牛部会… ………… 6Ｐ
●1問１答集………………………… 総代会、支店別総代座談会…… 8～11Ｐ
●アジのたたき梅肉あえなど… … シェフ永井のおすすめ……… 26Ｐ

ゼリーの素
（青りんご味）

海藻の力で固めるゼリー。主原料の砂糖は国産です。80度の熱湯
300㎖に小袋を入れてよく溶かしてください。

10名様



議長を務めた上田氏 ( 左 ) と長友氏

決意を述べる楠田組合長

第31回第31回 通常総代会 通常総代会
全５議 案を承 認

書面議決で粛々と開催
ＪＡは４月28日、第31回通常総代会を本店大ホールで開きました。昨年に続き新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、各地区代表の総代27人（書面議決509人）と理事、監事らによる少数での総代会となりました。
議長の上田美利氏と長友幹彦氏の議事進行で令和３年度事業計画など上程された５議案は原案通り承認され
ました。全員、マスク着用、手指消毒を徹底し、会場も窓、ドアを開放するなど万全の対策のもとで総代会に
臨みました。

決議事項
第１号議案 令和２年度事業報告および剰余金処

分案の承認
第２号議案 令和３年度事業計画および関連事項

の承認
第３号議案 定款の一部変更
第４号議案 共済規程の一部変更
第５号議案 国等の施策に基づく奨励金等の事務

の委任
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楠
田
組
合
長(

前
列
中
央)

ら
を
囲
ん
で
喜
び
新
た
の

受
賞
者
の
皆
さ
ん

優 良 組 合 員 表 彰

晴
れ
や
か

６
人
、
２
組

Ｊ
Ａ
の
発
展
に
貢
献

優
良
組
合
員
表
彰
式

冒
頭
、
楠
田
富
雄
組
合
長
は
「
昨
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
っ
て
世
界
経
済
が
一
変
。
こ
れ
に
長

引
く
低
金
利
政
策
な
ど
が
加
わ
り
極
め

て
厳
し
い
環
境
に
あ
っ
た
が
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
職
員
の
頑
張
り
に

よ
っ
て
事
業
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
し
た
上
で
「
現
在
進
め
て

い
る
購
買
拠
点
店
舗
の
建
設
は
単
な
る

合
理
化
で
は
な
く
組
合
員
の
拠
り
所
と

な
る
施
設
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
相
談
機
能
や
配
送
体
制
の
充
実
、

人
材
育
成
を
図
り
営
農
部
門
を
強
化
す

る
。
引
き
続
き
不
断
の
自
己
改
革
を
推

し
進
め
組
合
員
、
地
域
そ
し
て
職
員
に

と
っ
て
『
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
づ
く

り
』
に
ま
い
進
し
た
い
。
こ
れ
ら
事
業

の
実
現
に
不
退
転
の
覚
悟
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
」
と
強
い
決
意
を

示
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
販
売
事
業
実
績
は
、
26
億 

７
３
６
１
万
円
（
農
産
園
芸
８
億 

２
２
１
４
万
円
、畜
産
18
億
５
１
４
７
万

円
）。
達
成
率
96
・
４
％
。
本
年
度

の
目
標
額
は
27
億
１
８
０
万
円
（
農

産
園
芸
８
億
１
９
８
０
万
円
、
畜
産

18
億
８
２
０
０
万
円
）

挙手で議案に賛成する出席者

重点取組事項
 １	農業者の所得増大に向けた取組強化
 ２	農家経営安定化に向けた指導体制の強化
 ３	「支店」の特色を活かした「地域活性化」への取り組み
 ４	組織基盤・財務基盤の強化
 ５	事業の「合理化」「効率化」「集約化」
 ６	購買拠点店舗等の総合的機能発揮に向けた具体的取り組み
 ７	「出向く体制」の確立
 ８	コンプライアンス・リスク管理態勢の強化
 ９	内部統制の適正な運用
10	「県域ＪＡ構想」に向けた事業整理

１
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た

楠
田
組
合
長
は
「
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
常
に
Ｊ
Ａ
事
業
、
運
動
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
歴
史
を
創
り
、
Ｊ
Ａ

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
さ
ら
に
地
域
で
も

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
奮
闘
さ
れ
て
い
る
、
そ

の
行
動
力
と
情
熱
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ご
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
延
岡
ス
カ
イ

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
の
取
締
役
、
甲
斐

淳
一
さ
ん
は
「
こ
の
受
賞
は
多
く
の
関
係

者
の
ご
指
導
、
協
力
の
賜
で
す
。
地
域

の
農
業
振
興
、
県
北
農
業
、
ひ
い
て
は

宮
崎
県
農
業
の
発
展
の
た
め
鋭
意
精
進

し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
活
動
も
ま
だ

道
半
ば
で
あ
り
、
将
来
を
見
据
え
た
行

動
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
優
良
組
合
員
表

彰
式
は
、
通
常
総
代
会
前
に
本
店

小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
６
人
と
２
組

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

甲斐俊行 濱田憲司

金井トシ子 南久保山女性部

河野實男 柳田慧子

延岡スカイサービス 
株式会社

故 湯浅一弘

(敬称略)

不
退
転
の
決
意
で
Ｊ
Ａ
運
営
を

不
退
転
の
決
意
で
Ｊ
Ａ
運
営
を

楠

田

楠

田

組
合
長

組
合
長

購買拠点店舗建設を推進購買拠点店舗建設を推進
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組合員の皆様へ
～耕畜連携で農業振興～

　ＪＡ延岡は地域生産基盤維持のため
「耕畜連携」に取り組んでいます。な
かでも和牛農家が提供する有機肥料
を使って水稲農家がコメを作り、お返
しにワラなどの粗飼料を和牛農家に
供給するという連携は全国に先がけて
の取り組みです。環境にやさしい「循
環型農業」として注目を集めています。
　その連携の一翼を担う畜産ですが
管内での繁殖牛母牛は1700頭余り。
年間約1200頭の子牛が出荷され「宮
崎牛」として育ち全国の食卓を潤して
います。
　「身土不二」と言います。「地元の旬
の食べ物が身体に良い」という古来か
らの教えです。コロナ禍という厳しい
環境にありますが「農は国の基」との
信念のもと、組合員の皆さまと共に消
費者に喜ばれる農畜産物の生産、販
売に取り組んで参ります。

ＪＡ延岡

小
売
一
筋
で
全
国
に
発
送

小
売
一
筋
で
全
国
に
発
送

山
間
地
に
あ
る
同
地
区
は
霧
が
多
く

寒
暖
の
差
が
激
し
い
た
め
良
質
の
お
茶

が
育
ち
ま
す
。
一
方
で
高
齢
化
が
進
み

生
産
者
が
激
減
し
、
今
で
は
天
野
さ
ん

含
め
４
戸
が
４
・
８
㌶
で
栽
培
し
ま
す
。

天
野
さ
ん
は
家
業
を
継
い
で
30
年
。

妻
の
真
理
子
さ
ん
（
52
）
と
二
人
三
脚

で
「
や
ぶ
き
た
」「
お
く
み
ど
り
」「
み

や
ま
か
お
り
」
の
３
種
類
を
１
・
２
㌶

で
栽
培
。
当
初
か
ら
小
売
り
に
徹
し
、

２
番
茶
の
一
部
を
Ｊ
Ａ
の
「
ふ
る
さ
と

市
場
」
に
出
品
す
る
程
度
。
ほ
と
ん
ど

は
関
東
を
中
心
に
全
国
各
地
に
配
送
し

て
い
ま
す
。
新
茶
は
全
量
小
売
り
。「
口

コ
ミ
で
広
が
り
、リ
ピ
ー
ト
客
が
大
半
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」
と
夫
妻
。

絶
妙
な
配
合
が
人
気

人
気
の
秘
密
は
配
合
に
あ
り
ま
す
。

長
年
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
３
種
類

の
お
茶
を
組
み
合
わ
せ
て
販
売
。
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
引
き
出
し
、
絶
妙
な
配

合
に
よ
っ
て
、
ま
た
違
っ
た
独
特
の
味

を
生
み
だ
し
ま
す
。
希
望
者
に
は
単
品

の
配
送
も
し
ま
す
。

夫
妻
そ
ろ
っ
て「
皆
さ
ん
か
ら
の『
お

い
し
い
』
と
い
う
言
葉
を
聴
く
た
め
に

栽
培
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
も
っ
と

も
っ
と
お
い
し
い
お
茶
づ
く
り
に
精
進

し
た
い
」。
続
け
て
「
若
い
人
た
ち
に

急
須
で
淹
れ
て
飲
む
お
茶
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自
粛
の
な

か
、
よ
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
」。
夫

妻
の
お
茶
づ
く
り
へ
の
情
熱
が
伝
わ
り

ま
す
。

北
浦
町
下
塚
の
天
野
敏
彦
さ
ん

（
51
）
は
４
月
中
旬
か
ら
新
茶
の

収
穫
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。
６
月

上
旬
か
ら
は
２
番
茶
に
入
り
、
中

旬
で
終
わ
り
ま
す
。
昨
年
は
霜
害

な
ど
で
不
作
で
し
た
が
「
今
年
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
高
品
質
で
収
量

も
期
待
で
き
る
」
と
満
面
の
笑
み

を
見
せ
て
い
ま
す
。

薫風のなか黙々とお茶を収穫する天野さん

稲
（
飼
料
用
米
な
ど
含
む
）
19
㌶
、

酒
米
（
山
田
錦
、は
な
か
ぐ
ら
）
50
㌃
、

玉
ネ
ギ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
各
10
㌃
、

ズ
ッ
キ
ー
ニ
７
㌃
。
無
人
ヘ
リ
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い

ま
す
。
管
内
の
大
麦
生
産
者
は
４
戸

で
栽
培
面
積
は
27
㌶
。

大
麦
収
穫  

品
質
上
々

吉
野
町
の
髙
橋
さ
ん

吉
野
町
の
髙
橋
宙み

ち
て
る暉

さ
ん
（
29
）
は
、

４
月
30
日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
か
け
て
大

麦
を
収
穫
し
ま
し
た
。
品
種
は
二
条
大

麦
の
新
品
種
「
は
る
か
二
条
」
の
ほ
か

「
ニ
シ
ノ
ホ
シ
」。
好
天
に
恵
ま
れ
、
生

育
は
良
好
。
品
質
も
上
々
で
し
た
。

大
貫
町
と
野
地
町
で
７
㌶
を
栽
培
。

作
業
は
妻
の
由
季
さ
ん
（
29
）
と
両
親

の
守
さ
ん
（
67
）、
智
子
さ
ん
（
57
）

と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。
収
穫
し
た
大

麦
は
焼
酎
と
ビ
ー
ル
の
原
料
と
し
て
祝

子
町
の
佐
藤
焼
酎
製
造
場
と
行
縢
町
の

ひ
で
じ
ビ
ー
ル
に
出
荷
。

髙
橋
さ
ん
は
、
家
業
継
承
の
た
め

高
鍋
町
の
宮
崎
農
業
大
学
を
経
て
就

農
。
今
年
７
年
目
。
大
麦
の
ほ
か
水

大麦を刈り取っていく髙橋さん

薫
風
の
な
か
新
茶
摘
み

薫
風
の
な
か
新
茶
摘
み

北
浦
町

北
浦
町
のの

天
野
天
野
さ
ん
さ
ん
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理

事

会

だ

よ

り

好
評
で
す！

従
来
の
訪
問
活
動
は
常
勤
役
員
だ
け

で
し
た
が
、
幅
広
い
意
見
を
取
り
入
れ

る
た
め
昨
年
11
月
か
ら
非
常
勤
理
事
、

職
員
が
加
わ
り
ま
し
た
。
各
自
、
地
域

の
有
識
者
や
Ｊ
Ａ
各
組
織
の
代
表
者
、

職
員
О
Ｂ
ら
毎
月
10
人
ほ
ど
訪
問
。
対

面
で
の
会
話
に
よ
っ
て
互
い
の
「
信
頼

感
」
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

報
告
書
は
担
当
支
店
長
を
通
し
て
翌

月
５
日
ま
で
に
提
出
。
楠
田
組
合
長
と

川
原
博
之
副
組
合
長
が
確
認
し
、
事
後

対
応
が
必
要
な
場
合
は
相
応
の
対
策
を

講
じ
ま
す
。

岡
富
地
区
を
管
轄
す
る
日
の
出
町
の

矢
野
廣
文
理
事
（
73
）
は
管
内
を
定
期

的
に
巡
回
。
4
月
中
旬
、
玉
ネ
ギ
収
穫

に
忙
し
い
川
原
崎
町
の
吉
田
幸
恵
さ
ん

（
70
）
の
圃
場
を
訪
ね
ま
し
た
。
吉
田

さ
ん
は
こ
の
道
50
年
。
個
人
販
売
に
徹

し
、
20
㌃
で
「
ソ
ニ
ッ
ク
」
な
ど
４
種

類
を
栽
培
。
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら

し
て
高
品
質
の
玉
ネ
ギ
を
生
産
し
、
全

国
か
ら
注
文
が
殺
到
す
る
第
一
人
者
の

ひ
と
り
で
す
。

そ
ん
な
吉
田
さ
ん
は
矢
野
理
事
に

「
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
な
ど
購
買
店
舗
で
の

職
員
の
接
客
マ
ナ
ー
が
以
前
に
比
べ
良

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
全
般
的
に
何
事

に
対
し
て
も
事
務
的
な
職
員
さ
ん
が
目

立
ち
ま
す
ね
」
と
す
る
一
方
で
「
素
晴

ら
し
い
営
農
指
導
員
の
方
も
い
ま
す
。

も
っ
と
職
員
教
育
に
力
を
い
れ
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

矢
野
理
事
は
「
真
摯
に
受
け
止
め
た

い
。
多
く
の
ご
意
見
、
ご
批
判
は
あ
る

が
、
結
局
は
人
材
育
成
に
つ
な
が
っ
て

く
る
。
人
材
育
成
は
人
を
育
て
る
こ
と

で
は
な
く
、
人
が
育
つ
土
俵
を
作
る
こ

と
。
ぜ
ひ
と
も
取
り
組
み
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
役
員(

非
常
勤
理
事
含

む)
と
職
員(

課
長
職
以
上)

が

結
束
し
て
実
施
し
て
い
る
「
訪
問

に
よ
る
意
見
収
集
活
動
」
が
好
評

で
す
。
地
域
の
声
を
Ｊ
Ａ
事
業
に

反
映
す
る
た
め
業
務
や
農
作
業
の

合
い
間
を
縫
っ
て
生
産
者
か
ら
の

意
見
、
要
望
な
ど
を
集
約
し
て
い

ま
す
。

収獲したばかりの玉ネギを手に吉田さん ( 左 ) と歓談する矢野理事

非常勤理事も職員も奔走

同
町
の
岩
﨑
幸
義
さ
ん（
83
）は「
苗

市
は
毎
年
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
昨

年
は
中
止
さ
れ
残
念
だ
っ
た
」
と
し
た

上
で
「
今
年
は
趣
味
の
家
庭
菜
園
用
に

キ
ュ
ウ
リ
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
３
種
類
の

苗
を
買
っ
た
。
野
菜
が
生
長
し
て
い
く

過
程
を
見
る
の
が
何
よ
り
楽
し
い
」
と

２
年
ぶ
り
の
開
催
に
笑
顔
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

２
年
ぶ
り
春
の
苗
市

２
年
ぶ
り
春
の
苗
市

要
望
に
応
え
て
開
催

Ｊ
Ａ
は
４
月
10
日
、
土
々
呂
町
の

「
と
と
ろ
ふ
れ
あ
い
館
」（
旧
Ｊ
Ａ
土
々

呂
支
店
）
駐
車
場
で
「
春
の
苗
市
」
を

開
き
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
朝

早
く
か
ら
カ
ボ
チ
ャ
や
ト
マ
ト
な
ど
の

苗
を
求
め
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
全
職
員
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消

毒
の
徹
底
な
ど
万
全
の
感
染
対
策
を
し

て
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
に
続
き
今
年
も
中

止
の
予
定
で
し
た
が
、
多
く
の
要
望
が

寄
せ
ら
れ
開
催
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

野
菜
苗
２
０
０
０
鉢
を
用
意
。
１
鉢

１
０
０
円
か
ら
と
お
手
ご
ろ
価
格
で
提

供
。
購
入
者
に
は
有
機
ヘ
ル
パ
ー
の
粉

を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
し
た
。
玉
ネ
ギ
の

１
０
０
円
詰
め
放
題
も
好
評
で
し
た
。

好みの野菜苗を買い求める人たち

令
和
３
年
度
第
３
回
理
事
会
は

４
月
28
日
、
本
店
大
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
６
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
報
告

は
５
件
で
し
た
。

＝
　
議
　
案
　
＝

	▽
理
事
報
酬
の
配
分

	▽
参
与
の
委
嘱

	▽
令
和
３
年
度
み
の
り
監
査
法
人
と

の
監
査
契
約
の
締
結

	▽
業
務
報
告
書
の
提
出

	▽
㈱
延
岡
地
区
有
機
肥
料
セ
ン
タ
ー

の
役
員
選
任

	▽
理
事
の
利
益
相
反
取
引

＝
報
　
告
＝

	▽
監
事
報
酬
の
配
分

	▽
令
和
２
年
度
定
期
監
事
監
査
　
事

後
確
認
監
査
の
実
施

	▽
内
部
統
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
変
更

	▽
移
動
金
融
店
舗
「
そ
ら
た
ま
号
」

運
行
実
績

	▽
貯
金
・
貸
出
金
実
績

	▽
長
期
共
済
実
績

【
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
】

	▽
理
事
・
監
事
の
義
務
と
責
任

意
見
収
集
活
動
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東
臼
杵
郡
市
畜
連

東
臼
杵
郡
市
畜
産
農
業
協
同
組
合
連

合
会
は
４
月
12
日
、
櫛
津
町
の
延
岡
家

畜
市
場
内
の
畜
魂
供
養
塔
前
で
畜
魂
祭

を
開
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
規
模
縮
小

し
、
畜
連
の
楠
田
富
雄
会
長(

Ｊ
Ａ
延

岡
組
合
長)

や
生
産
者
で
つ
く
る
東
臼

杵
郡
市
和
牛
改
良
組
合
連
絡
協
議
会
の

沖
田
康
之
会
長
ら
約
20
人
で
粛
々
と
行

い
ま
し
た
。

全
員
で
焼
香
し
、
畜
産
業
界
の
生
活

を
支
え
る
牛
に
感
謝
の
意
を
捧
げ
た

後
、
畜
連
の
楠
田
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
滞
り
な
く

畜
魂
祭
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
家

畜
の
安
全
、
安
心
に
は
消
毒
が
一
番
。

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
防
疫

体
制
の
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
」
と
防

疫
強
化
を
訴
え
ま
し
た
。

畜
魂
祭
は
毎
年
４
月
の
成
牛
市
終

了
後
に
実
施
。
今
年
で
36
回
目
。
昨

年
度
の
出
荷
頭
数
は
子
牛
３
５
５
０

頭(

前
年
度
３
６
５
４
頭)

、
成

牛
６
４
５
頭(

同
５
９
２
頭)

。
取

扱
高
は
25
億
８
８
０
０
万
円(

同

27
億
４
３
０
０
万
円)

。

延
岡
和
牛
部
会

延
岡
和
牛
部
会
は
４
月
23
日
、
柚
の

木
田
町
の
東
海
畜
産
管
理
セ
ン
タ
ー
で

畜
魂
祭
を
開
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
栁
田

裕
則
会
長
、
Ｊ
Ａ
の
楠
田
組
合
長
ら
10

人
ほ
ど
の
少
数
で
実
施
。
出
席
者
は
畜

魂
碑
に
焼
香
し
、
畜
産
農
家
を
支
え
る

牛
た
ち
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

栁
田
会
長
は
「
情
勢
を
踏
ま
え
簡
素

に
開
い
た
。
ね
ん
ご
ろ
に
弔
っ
て
頂
き

心
が
す
っ
き
り
し
た
。
自
宅
で
毎
日
、

線
香
を
焚
い
て
い
る
が
、
鎮
魂
す
る
の

は
わ
れ
わ
れ
の
使
命
」
と
畜
魂
祭
の
意

義
を
訴
え
ま
し
た
。

通
常
総
会
に
つ
い
て
は
書
面
議
決
で

行
い
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は

全
員
留
任
と
な
り
ま
し
た
。
栁
田
会
長

は
「
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
ら
直
ち
に

研
修
会
や
視
察
な
ど
を
行
い
技
術
向
上

や
世
代
間
の
交
流
を
図
り
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
母
牛
管
理
を
徹
底
し
て

平
均
分
娩
間
隔
３
９
５
日(

昨
年
度
は

４
１
７
・
５
日)

を
目
標
に
掲
げ
ま
し

た
。
同
部
会
の
会
員
は
61
戸
、
飼
養
頭

数
は
６
２
１
頭(

１
月
31
日
現
在)

。

家畜に感謝の意を捧げる参列者

家畜に感謝の誠を捧げる栁田会長

申告はアクリル板を隔てて行われた＝北方総合支所で

延
岡
市
農
業
再
生
協

延
岡
市
農
業
再
生
協
議
会
は
、
５
月

10
日
か
ら
令
和
３
年
度
経
営
所
得
安
定

対
策
等
の
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
27
日
に
か
け
て
13
日
間
、
10
会
場

で
実
施
し
ま
す
。　

昨
年
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
会
場
と
も

受
付
テ
ー
ブ
ル
に
飛
沫
感
染
予
防
の
ア

ク
リ
ル
板
を
設
置
。
さ
ら
に
間
隔
を
開

け
て
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
る
な
ど
万
全
の

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

初
日
は
北
方
総
合
支
所
で
実
施
。
延

岡
市
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
、
Ｊ
Ａ
の
担
当
者

が
制
度
の
内
容
や
申
請
書
類
の
書
き
方

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
。
交
付
金

に
関
す
る
こ
と
だ
け
に
訪
れ
た
人
た
ち

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

10
会
場
で
経
営
所
得 

安
定
対
策
申
請
受
付

粛々粛々とと畜魂祭畜魂祭
防疫強化を再確認

「鎮魂は農家の使命」
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あなたもチャレンジ！ 家 庭 菜 園家 庭 菜 園

園芸研究家 ● 成松　次郎

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
生

育
適
温
は
18
〜
20
度
で
す
。
小
さ
い
と
き
は
高

温
に
強
い
が
、
つ
ぼ
み
の
肥
大
期
に
は
耐
暑
性
が

弱
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
耐
寒
性
も
あ
ま
り
強
く

な
く
、
氷
点
下
２
度
以
下
で
凍
害
を
受
け
ま
す
。

７
月
下
旬
～
８
月
中
旬
に
ま
き
、
12
～
１
月

に
頂
部
の
花か

ら
い蕾
を
収
穫
し
、
そ
の
後
側
枝
か
ら

小
さ
い
花
蕾
を
春
ま
で
取
り
続
け
ま
す
。

【
品
種
】
花
蕾
が
作
ら
れ
る
早
晩
で
早
生
、
中

生
、
晩
生
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
中
生
品
種
が
作

り
や
す
く
頂
・
側
枝
花
蕾
兼
用
の
「
ハ
イ
ツ
Ｓ

Ｐ
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
緑
嶺
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）

な
ど
が
一
般
的
で
す
。「
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ニ
ョ
ー

ル
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
は
小
さ
い
つ
ぼ
み
で

茎
が
柔
ら
か
く
、
た
く
さ
ん
取
れ
る
家
庭
菜
園

向
き
の
品
種
で
す
。

【
苗
作
り
】
直
径
７
・
５
～
９
㎝
の
ポ
リ
ポ
ッ

ト
を
使
い
１
ポ
ッ
ト
当
た
り
３
～
４
粒
を
ま

き
、
本
葉
２
～
３
枚
以
上
で
１
株
に
間
引
き
ま

す
（
図
１
）。
苗
作
り
の
期
間
中
は
、寒
冷
し
ゃ

で
害
虫
の
飛
来
を
防
ぎ
ま
す
。

【
畑
の
準
備
】
植
え
付
け
２
週
間
前
に
、
１
平

方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
1
０
０
ｇ
を
ま
い
て
、

深
く
土
を
耕
し
て
お
き
ま
す
。
植
え
付
け
１
週

間
前
に
畝
幅
70
～
80
㎝
、
深
さ
20
㎝
の
溝
を
掘

り
、
こ
の
溝
１
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ

各
成
分
10
％
）
1
０
０
ｇ
と
堆
肥
２
～
３
㎏
を

施
し
、
土
を
戻
し
て
よ
く
混
ぜ
て
、
高
さ
10
㎝

程
度
の
畝
を
作
っ
て
お
き
ま
す
（
図
２
）。

【
植
え
付
け
】
本
葉
４
～
５
枚
の
頃
、
株
間
45

㎝
程
度
に
植
え
付
け
ま
す
（
図
３
）。
植
え
付

け
前
に
は
、
植
え
穴
に
十
分
灌か

ん
す
い水
し
て
植
え
傷

み
の
少
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

【
追
肥
】
追
肥
は
植
え
付
け
後
20
日
こ
ろ
株
元

に
化
成
肥
料
を
１
株
10
ｇ
く
ら
い
ま
い
て
、
土

寄
せ
し
ま
す
。
２
回
目
は
花
蕾
が
見
え
る
頃
に

施
用
し
ま
す
。
ま
た
、頂
部
の
花
蕾
を
収
穫
後
、

側
枝
の
発
生
を
促
す
た
め
、
10
ｇ
く
ら
い
与
え

ま
す
。

病
害
虫
防
除
（
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、コ
ナ
ガ
な
ど
）

が
多
い
の
で
、
ト
ア
ロ
ー
水
和
剤
Ｃ
Ｔ
な
ど
で

駆
除
し
ま
す
。

【
収
穫
】
花
蕾
が
大
き
く
な
り
、
小
さ
い
つ
ぼ

み
が
は
っ
き
り
と
見
え
、
固
く
締
ま
っ
た
状
態

が
収
穫
適
期
。
長
さ
15
～
20
㎝
に
切
り
取
り
ま

す
（
図
４
）。
頂
花
蕾
の
収
穫
後
、
側
枝
か
ら

発
生
す
る
小
さ
い
花
蕾
を
春
ま
で
取
り
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ブロッコリー　側花蕾を春まで取り続ける

図１　苗作り

図２　畑の準備
化成
肥料

溝の幅 30㎝

株間 45㎝

堆肥

図３　植え付け

図４　収穫

畝幅 70 ～ 80㎝

高さ 20㎝

種まきの状況をチェックする職員

普
通
期
水
稲
種
ま
き

普
通
期
水
稲
種
ま
き

Ｊ
Ａ
支
援
セ
ン
タ
ー

普
通
水
稲
の
種
ま
き
が
５
月
６
日
か

ら
Ｊ
Ａ
地
域
農
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー

で
始
ま
り
ま
し
た
。
品
種
は
「
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
」。
同
23
日
ま
で
に
昨
年
並
み
の

４
万
４
０
０
０
箱(

１
箱
１
５
０
㌘)

の
苗
を
育
て
ま
す
。
飼
料
用
米
「
ミ
ズ

ホ
チ
カ
ラ
」

(

８
０
０
箱)

も
作
り
ま
す
。

苗
は
同
27
日
か
ら
北
方
、
北
川
、
上

南
方
な
ど
田
植
え
の
早
い
地
域
か
ら

順
次
配
布
し
ま
す
。
対
象
農
家
は
約

８
５
０
戸
。
作
付
面
積
は
約
２
５
０

㌶
。
飼
料
用
稲
「
ミ
ナ
ミ
ユ
タ
カ
」

(

１
万
２
０
０
０
箱)

に
つ
い
て
は
、

５
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
に
か
け
て
種

を
ま
き
、
同
下
旬
に
配
布
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
本
田
浩
司
部
長
は

「
育
苗
管
理
を
徹
底
し
、
生
産
者
に
喜

ば
れ
る
健
全
な
苗
を
供
給
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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各
会
場
と
も
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
＝
伊
形
支
店

組
合
員
、
利
用
者
の
声
を
事
業

に
反
映
さ
せ
る
た
め
当
Ｊ
Ａ
は
、

４
月
２
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
本

店
大
ホ
ー
ル
で
支
店
別
総
代
座

談
会
を
開
き
ま
し
た
。
全
員
マ
ス

ク
着
用
、
手
指
消
毒
を
徹
底
し
、

密
を
避
け
る
た
め
会
場
の
ド
ア
や

窓
を
開
放
す
る
な
ど
徹
底
し
た
感

染
防
止
対
策
の
も
と
で
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
座
談
会
と
同
28
日
に

同
所
で
開
か
れ
た
第
31
回
通
常
総

代
会
の
質
疑
応
答
の
内
容
を
一
問

一
答
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。
紙
面

の
都
合
上
、
質
問
は
抜
粋
し
、
的

確
な
内
容
に
す
る
た
め
回
答
は
一

部
、
削
除
・
追
加
し
ま
し
た
。

一
問
一
答
で
お
答
え
し
ま
す

事
業
計
画
の
中
で
女
性
総
代
の
目
標

が
15
％
と
な
っ
て
い
る
が
、15
％
以
上

を
目
指
し
て
欲
し
い
。

15
％
以
上
に
な
る
よ
う
女
性
が
総
代

に
な
り
や
す
い
環
境
作
り
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

過
去
か
ら
の
損
益
経
過
が
分
か
る
よ

う
な
数
値
の
資
料
が
必
要
だ
。
比
較
検

討
が
出
来
る
と
現
状
認
識
や
改
善
点
の

発
見
に
繋
が
る
と
思
う
。

座
談
会
資
料
に
は
４
年
間
の
数
値
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

人
事
異
動
の
時
期
が
早
す
ぎ
る
者
や
、

畑
違
い
す
ぎ
る
者
が
見
受
け
ら
れ
る
。

総
合
事
業
な
の
で
別
の
職
種
へ
の
異

動
が
あ
る
の
は
や
む
を
得
ま
せ
ん
。
業

務
に
関
す
る
資
格
や
役
職
の
関
係
で
短

期
の
異
動
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
職
員
に
は
異
動
し
た
職
場
で
し
っ

か
り
と
し
た
人
材
に
な
れ
る
よ
う
奮
起

し
て
ほ
し
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。

出
資
配
当
金
を
口
座
へ
入
金
し
て
は

ど
う
か
。
組
合
員
の
意
欲
向
上
に
つ
な

が
る
と
思
う
。

出
資
金
が
減
っ
て
い
る
な
か
で
自
己

資
本
の
確
保
が
必
要
で
す
。
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

総
合
企
画
部
門

経
営
の
安
定
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
は
県
域

合
併
に
積
極
的
な
の
か
。
ま
た
、Ｊ
Ａ

延
岡
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
個
別

引
当
金
の
償
却
も
進
め
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

県
下
13
Ｊ
Ａ
の
み
な
ら
ず
県
連
合
会

と
そ
の
子
会
社
・
畜
連
も
含
め
た
グ
ル

ー
プ
全
体
で
合
併
の
調
整
を
進
め
て
い

ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
に
つ
き
ま
し
て
も
組
合

員
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

へ
の
対
応
、若
い
職
員
が
希
望
を
持
っ

て
働
け
る
職
場
作
り
の
た
め
に
合
併
に

よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
指
摘

の
マ
イ
ナ
ス
部
分
の
整
理
も
行
っ
て
い

ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ワ
ン
3
店
舗
集
約
後
の
経

営
計
画
を
し
っ
か
り
と
立
て
て
ほ
し
い
。

準
備
室
を
つ
く
り
検
討
を
重
ね
て
い

ま
す
。
計
画
が
決
定
次
第
、
組
合
員
の

皆
様
に
案
内
致
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ワ
ン
が
で
き
た
時
に
野
菜

に
詳
し
い
職
員
を
必
ず
１
人
は
配
置
す

る
と
言
っ
て
い
た
が
今
は
い
な
い
。
約

束
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

グ
リ
ー
ン
ワ
ン
3
店
舗
を
集
約
す
る

こ
と
で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

管

理

部

門

営
農
経
済
部
門

支
店
別

総
代
座
談
会

総
代
座
談
会

活力ある農業、ＪＡへ活力ある農業、ＪＡへ
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グ
リ
ー
ン
ワ
ン
3
店
舗
統
合
に
よ
っ

て
、肥
料
、農
薬
等
に
精
通
し
た
職
員

が
配
置
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
と
肥
料
は

１
袋
２
０
キロ
単
位
だ
が
１
０
キロ
、１
５

キロ
の
販
売
は
出
来
な
い
の
か
。

新
店
舗
に
は
常
時
、技
術
員
が
待
機

し
、相
談
等
に
対
応
す
る
体
制
を
取
り

ま
す
。
肥
料
の
規
格
は
今
後
の
農
業
形

態
の
動
向
を
み
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

少
量
の
肥
料
に
つ
い
て
は
一
部
の
商
品

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

職
員
Ｏ
Ｂ
を
再
雇
用
し
て
営
農
指
導

員
を
確
保
し
て
い
る
が
、グ
リ
ー
ン
ワ

ン
等
の
若
い
職
員
も
育
成
し
て
ほ
し
い
。

職
員
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

相
談
機
能
を
発
揮
で
き
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
教
育
す
る
と

共
に
よ
り
良
い
店
舗
作
り
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

高
野
の
選
果
場
に
加
工
用
筍
の
出
荷

を
し
て
い
る
が
、大
型
車
が
入
っ
て
く

る
と
交
通
の
妨
げ
に
な
り
近
隣
の
方
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
こ
の
時
期
だ
け

で
も
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
平
田
で
集
荷
で
き

る
よ
う
に
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

購
買
集
約
店
舗
完
成
後
は
、
現
グ
リ

ー
ン
ワ
ン
平
田
で
集
荷
を
行
う
こ
と
を

検
討
致
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ワ
ン
の
統
合
が
決
ま
っ
て

い
る
が
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
の
違
い

を
ど
の
よ
う
に
打
ち
出
す
の
か
。

配
達
業
務
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
決
め

細
か
な
対
応
で
差
別
化
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

購
買
店
舗
は
土
、日
も
営
業
で
き
な

い
か
。

グ
リ
ー
ン
ワ
ン
店
舗
に
つ
い
て
は
土
、

日
交
互
営
業
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
政

府
が
推
進
す
る「
働
き
方
改
革
」
に
伴

い
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、ご
理
解
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
近
く
建
設
予
定
の
購

買
拠
点
店
舗
に
お
い
て
は
土
、日
も
通

年
営
業
す
る
計
画
で
す
。

Ｊ
Ａ
日
向
で
は
異
業
種
の
方
が
農

業
に
参
入
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
延
岡
も
将

来
性
の
あ
る
改
革
を
行
っ
て
も
ら
い

た
い
。

Ｊ
Ａ
延
岡
で
も
北
方
・
北
川
で
異
業

種
の
方
が
畜
産
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今

後
も
積
極
的
に
受
入
れ
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。

Ｊ
Ａ
日
向
に
比
べ
る
と
購
買
品
や
資

材
が
高
い
。

Ｊ
Ａ
日
向
は
取
扱
高
が
大
き
い
た
め
、

資
材
を
大
量
に
仕
入
れ
る
事
に
よ
り
コ

ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

行
政
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
将
来
を
考

え
た
時
に
水
産
に
力
を
入
れ
よ
う
と
考

え
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
は
こ
の
連
携
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

J
A
も
一
年
中
農
産
物
が
そ
ろ
う

よ
う
体
制
を
整
え
、行
政
と
連
携
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
Ｊ

Ａ
は
農
産
物
を
提
供
す
る
努
力
を
し
て

い
る
の
か
？

お
茶
、マ
ン
ゴ
ー
、米
、宮
崎
牛
等
９

品
目
を
返
礼
品
と
し
て
出
品
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
冬
用
に
海
産
物
と
農
産

物
を
セ
ッ
ト
に
し
て
鍋
物
を
出
す
計
画

で
し
た
が
、十
分
に
そ
ろ
え
る
こ
と
が

で
き
ず
断
念
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
延
岡
市
と
協
議
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
市
場
で
米
・
肉
を
販
売
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

米
に
つ
い
て
は
J
A
に
出
荷
し
た

も
の
を
販
売
し
て
い
る
た
め
、個
別
に

販
売
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
肉
に

つ
い
て
は
産
直
協
議
会
の
会
員
に
な
り
、

販
売
許
可
を
取
得
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

販
売
は
可
能
で
す
。

空
飛
ぶ
新
玉
ネ
ギ
の
価
格
が
安
か
っ

た
。熊

本
県
、鹿
児
島
県
に
加
え
県
内
で

も
え
び
の
市
が
生
産
を
始
め
る
な
ど
競

争
が
激
化
し
た
の
が
要
因
で
す
。
今
後

は
販
売
促
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

空
飛
ぶ
新
玉
ネ
ギ
ゆ
う
パ
ッ
ク
事
業

の
取
り
扱
い
が
激
減
し
て
い
る
。
販
売

に
対
す
る
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

伊形支店

北方支店
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今
年
か
ら「
宮
崎
地
ど
れ
市
場
」
を

ネ
ッ
ト
販
売
で
開
設
し
ま
し
た
。
3
月

2
日
～
10
日
ま
で
の
期
間
で
し
た
が
、

「
空
飛
ぶ
新
玉
ネ
ギ
」
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て

千
葉
、京
都
、大
阪
、三
重
か
ら
注
文
を

頂
き
ま
し
た
。
切
り
玉
ネ
ギ
に
つ
い
て

も
、新
た
な
販
売
先
と
し
て
経
済
連
が

運
営
す
る「
Ｊ
フ
ー
ズ
」
に
ア
プ
ロ
ー

チ
を
か
け
、少
し
で
も
高
い
単
価
で
販

売
が
で
き
る
よ
う
交
渉
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
販
促
活
動
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

塩
浜
の
玉
ネ
ギ
選
果
場
の
選
果
能

力
が
１
日
10
トン
と
低
い
た
め
需
要
先

に
十
分
な
供
給
が
出
来
な
い
。
１
日
40

トン
く
ら
い
処
理
で
き
る
選
果
機
を
導

入
し
て
営
業
活
動
を
す
る
と
多
く
の

企
業
に
玉
ネ
ギ
を
販
売
で
き
る
と
思

う
。選

果
機
を
有
効
に
稼
働
し
て
選
果

量
を
増
や
し
て
い
く
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
が
、今
後
の
検
討
課
題
と
致
し

ま
す
。

水
稲
の
裏
作
と
し
て
延
岡
の
ブ
ラ
ン

ド
に
な
る
よ
う
な
作
物
は
な
い
か
。

畜
産
農
家
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
イ
タ

リ
ア
ン
・
え
ん
ぱ
く
の
作
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
作
物
に
つ
い
て

も
行
政
と
連
携
し
て
検
討
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
活
用
は
若

い
人
だ
け
で
な
く
、定
年
退
職
者
等
も

視
野
に
入
れ
て
は
ど
う
か
。

補
助
事
業
な
の
で
研
修
制
度
に
は
年

齢
制
限
が
あ
り
、行
政
と
の
検
討
が
必

要
で
す
。

人
員
不
足
を
踏
ま
え
た
上
で
女
性
部

指
導
員
を
増
や
し
て
い
く
予
定
が
あ
る

か
。
女
性
部
は
女
性
部
で
活
動
し
て
い

く
の
か
。

少
な
い
中
で
人
員
配
置
に
は
大
変
苦

労
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
通
り
指
導
員

と
女
性
部
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て

い
く
の
が
理
想
で
す
が
、あ
る
程
度
の

自
主
・
自
立
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

昨
年
は
ウ
ン
カ
の
被
害
が
あ
っ
た
。

今
年
も
予
想
さ
れ
る
の
で
対
策
は
あ
る

か
。昨

年
は「
サ
ン
ス
パ
イ
ク
」や「
ス
ク

ラ
ム
」な
ど
の
新
し
い
箱
施
薬
の
効
果

が
あ
っ
た
の
で
、今
年
も
こ
れ
ら
の
箱

施
薬
を
お
勧
め
し
ま
す
。

毎
年
、農
作
業
事
故
が
発
生
し
て
い

る
が
、事
故
防
止
啓
発
の
た
め
、各
地

区
生
産
組
合
長
に
具
体
的
な
事
例
を
知

ら
せ
て
ほ
し
い
。

広
報
誌
で
注
意
喚
起
は
し
て
い
ま
す

が
、よ
り
具
体
的
に
記
載
す
る
よ
う
に

致
し
ま
す
。
農
機
具
係
に
も
、
納
品
時

に
よ
り
詳
し
く
注
意
喚
起
す
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
ま
す
。
ご
指
摘
ど
お
り
、

生
産
組
合
長
会
等
を
通
じ
て
生
産
組
合

長
に
報
告
致
し
ま
す
。

大
型
農
家
に
つ
い
て
は
、配
送
の
時

期
や
場
所
・
数
量
等
の
便
宜
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。
販
売
高
の
維
持
向
上
に
つ

な
が
る
と
思
う
。

大
型
農
家
対
策
や
部
会
に
対
し
て
は

個
別
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

予
約
肥
料
等
の
自
己
取
り
や
農
繁
期

の
灯
油
・
軽
油
等
の
価
格
割
引
は
大
変

あ
り
が
た
い
。
し
か
し
、農
薬
等
で
他

店
舗
と
比
較
し
て
価
格
が
高
い
商
品
も

あ
る
。
低
価
格
で
販
売
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ほ
し
い
。

生
産
ロ
ッ
ト
や
仕
入
価
格
の
問
題
等

も
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
低
価
格
で
販

売
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

食
料
自
給
率
を
上
げ
る
た
め
に
、政

府
を
動
か
す
よ
う
に
働
き
か
け
て
も
ら

い
た
い
。

政
策
団
体
で
あ
る
農
民
連
盟
で
対
応

致
し
ま
す
。

R
3
年
度
購
買
事
業
所
取
扱
目
標

が
、R
2
年
度
取
扱
実
績
を
下
回
っ
て

い
る
。

各
三
北
購
買
店
舗
、グ
リ
ー
ン
ワ
ン

３
店
舗
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
度
取
引
状
況
等

を
考
慮
し
て
計
画
し
ま
し
た
。
予
約
注

文
、イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
供
給
高
増
に

繋
げ
て
い
き
ま
す
。　

牧
草
種
子
の
予
約
注
文
書
が
回
っ
て

こ
な
か
っ
た
。

予
約
注
文
書
は
各
和
牛
部
会
で
回

覧
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
漏
れ
て
い

た
場
合
は
購
買
店
舗
に
申
し
出
い
た

だ
け
れ
ば
、予
約
価
格
で
の
対
応
を
し

ま
す
。

新
規
就
農
支
援
に
つ
い
て
は
地
域
性

も
あ
り
難
し
い
た
め
、親
元
就
農
者
等

へ
の
支
援
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。

家
族
経
営
農
家
、
中
山
間
地
域
農
家

支
援
は
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
考
え
で

す
。青

壮
年
部
、女
性
部
の
組
織
支
援
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

現
在
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
組
織
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
状

況
も
あ
り
ま
す
が
、組
織
と
農
協
事
業

は
車
の
両
輪
で
あ
り
、今
後
も
継
続
し

て
組
織
支
援
を
図
り
ま
す
。

東海支店
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農
業
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、営
農
集

団
の
受
託
作
業
面
積
が
増
加
し
て
い

る
。
補
助
金
等
を
手
厚
く
出
来
な
い

か
。営

農
集
団
の
必
要
性
は
年
々
増
し
て

い
る
た
め
、補
助
金
等
に
つ
き
ま
し
て

は
行
政
と
連
携
し
て
検
討
し
て
参
り
ま

す
。農

畜
産
物
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

は
で
き
な
い
か
。

農
畜
産
物
に
つ
い
て
は
品
目
を
絞
っ

た
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
延
岡
市
が

展
開
予
定
の
ネ
ッ
ト
販
売
事
業
に
も
参

加
す
る
計
画
で
す
。

学
校
給
食
に
管
内
の
米
を
提
供
し
て

は
ど
う
か
。

学
校
給
食
の
ほ
か
旭
化
成
の
社
員
食

堂
に
も
管
内
で
生
産
さ
れ
た
米
を
定
期

的
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

農
家
所
得
の
向
上
に
向
け
た
加
工
販

売
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

女
性
部
や
加
工
グ
ル
ー
プ
が
ふ
る
さ

と
市
場
で
加
工
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

建
設
予
定
の
購
買
拠
点
店
舗
に
は
加
工

所
を
併
設
す
る
計
画
で
す
。

県
域
Ｊ
Ａ
構
想
に
は
管
内
の
農
業
法

人
も
含
ま
れ
る
の
か
。

県
域
Ｊ
Ａ
構
想
は
県
下
13
Ｊ
Ａ
と

連
合
会
が
対
象
で
あ
り
、管
内
の
農
業

法
人
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
組
合
員
の

一
人
と
し
て
Ｊ
Ａ
を
利
用
し
運
営
に

参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

旧
恒
富
支
店
跡
地
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
設
置

し
な
い
の
か
。

旧
跡
地
は
道
路
拡
張
が
整
備
さ
れ
な

い
と
活
用
に
つ
い
て
協
議
で
き
な
い
た

め
、
コ
ー
プ
浜
店
敷
地
内
に
設
置
し
、

3
月
8
日
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
動
画
投
稿
サ

イ
ト
に
農
林
中
央
金
庫
は
危
な
い
旨
の

投
稿
を
多
数
確
認
し
た
が
、安
全
な
の

か
。Ｊ

Ａ
宮
崎
信
連
を
通
じ
て
確
認
し
た

と
こ
ろ
財
務
状
況
お
よ
び
Ｃ
Ｌ
О（
ロ

ー
ン
担
保
証
券
）価
格
等
と
も
に
健
全

で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

移
動
金
融
店
舗「
そ
ら
た
ま
号
」の

運
行
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

北
川
町
に
も
停
車
場
所
を
設
け
て
ほ
し

い
。以

前
は
北
川
に
も
運
行
し
て
い
ま
し

た
が
、利
用
状
況
等
を
考
慮
し
て
コ
ー

ス
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
北

川
へ
の
コ
ー
ス
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
要
望
が
あ
れ
ば
再
度
見
直
し
を
検

討
致
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
エ
ネ
ラ
イ
フ
事
業
計

画
の
な
か
で
営
業
利
益
の
目
標
が
前
年

金

融

部

門

子
会
社
部
門

度
の
実
績
か
ら
比
較
す
る
と
低
く
計
画

し
て
あ
る
の
は
な
ぜ
か
？

事
業
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
国

際
情
勢
、
直
近
の
市
場
動
向
、
過
去
５

年
間
の
価
格
推
移
な
ど
を
参
考
に
致

し
ま
す
が
原
油
価
格
の
変
動
に
よ
り
、

仕
入
価
格
、小
売
価
格
と
も
常
に
変
動

す
る
特
性
の
た
め
、計
画
段
階
で
の
市

況
・
相
場
予
測
を
も
と
に
し
た
数
値
計

画
策
定
は
極
め
て
困
難
と
な
っ
て
い

ま
す
。
前
年
度
の
事
業
実
績
に
つ
い
て

は
、コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り

原
油
価
格
が
下
落
し
た
為
、商
品
仕
入

高
が
計
画
を
大
き
く
下
回
っ
た
こ
と

で
、
石
油
部
門
の
収
益
が
増
加
し
、
計

画
以
上
の
営
業
利
益
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
・
灯
油
等
の
移
動
販

売
を
し
て
ほ
し
い
。

軽
油
・
灯
油
に
つ
い
て
は
配
達
し
て

い
ま
す
が
、ガ
ソ
リ
ン
は
揮
発
性
が
高

い
こ
と
か
ら
消
防
法
に
よ
り
移
動
販
売

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
部
員
が
年
々
減
少
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
る
と
思
う
が
、

特
に
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
2
年
度
に

か
け
て
は
2
2
0
名
ほ
ど
減
り
、減
少

幅
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
退
会
の
要

因
は
何
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
等
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
要
因

の
ひ
と
つ
で
す
が
、背
景
に
あ
る
構
造

的
要
因
は
高
齢
化
で
す
。
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、今
後
さ
ら
に
加

入
促
進
活
動
を
強
力
に
進
め
て
参
り

ま
す
。

飼
料
用
米
の
交
付
金
は
最
高
が

10
万
5
千
円
、最
低
が
5
万
5
千
円
で

推
移
し
て
い
る
。
最
近
は
天
候
不
順
や

病
害
虫
被
害
等
で
農
業
者
の
費
用
は

増
加
し
て
い
る
の
で
農
家
の
負
担
は

重
く
な
る
ば
か
り
。
交
付
金
の
増
額
を

国
へ
働
き
か
け
て
農
業
者
の
所
得
と

や
る
気
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
も
ら

い
た
い
。

国
か
ら
交
付
額
に
つ
い
て
は
現
状
維

持
と
い
う
通
達
が
き
て
い
ま
す
が
、農

政
活
動
を
通
じ
て
要
望
し
て
参
り
ま

す
。

〔
訂
正
〕第
31
回
通
常
総
代
会
資
料「
協

同
の
あ
ゆ
み
」の
事
業
実
績
の
な
か
で

令
和
２
年
度
の
単
体
自
己
資
本
比
率

が
12
・
71
％
と
あ
る
の
は
12
・
90
％
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
致

し
ま
す
。

第
31
回

通
常
総
代
会

質
問
お
よ
び
回
答
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お米お米とと日本人日本人

「
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
か
れ
て
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す
」

介
護
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

介
護
者
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会
代
表
●
橋
中
　
今
日
子

認
知
症
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
症
状

は
異
な
り
ま
す
が
、最
も
多
い
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
初
期
症
状

は
物
忘
れ
で
す
。
数
分
置
き
に
今
日

が
何
日
か
尋
ね
る
、何
度
も
食
事
を

要
求
す
る
と
い
っ
た
症
状
は
、介
護

未
経
験
の
方
も
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。

認
知
症
介
護
の
対
応
で
よ
く
あ
る

「
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
か
れ
て
イ

ラ
イ
ラ
す
る
」と
き
の
対
処
法
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
く
の
は
な
ぜ
？

90
歳
で
認
知
症
を
発
症
し
た
、私

の
祖
母
の
ケ
ー
ス
で
す
。深
夜
に「
明

日
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
日
？
」

と
何
度
も
起
こ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。無
視
し
て
い
る
と「
ど
う
し

て
教
え
て
く
れ
な
い
の
」と
怒
り
、物

を
投
げ
た
り
大
声
を
上
げ
た
り
し
ま

す
。あ
る
と
き
、「
ど
う
し
て
、そ
ん
な

に
気
に
な
る
の
？
」と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
お
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
た
と
き
に
、

待
た
せ
た
く
な
い
の
」と
、理
由
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。祖
母
は「
人
の
時

間
を
奪
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、待
た

せ
て
は
い
け
な
い
」と
い
う
信
念
の

人
で
し
た
。
大
切
な
人
た
ち
と
の
関

係
を
守
り
た
い
か
ら
こ
そ
、予
定
が

気
に
な
っ
て
仕
方
な
か
っ
た
の
で
す
。

■
家
族
が
イ
ラ
イ
ラ
す
る
の
は
当
た
り
前

私
は
当
時
、認
知
症
の
方
へ
の
対

応
や
傾
聴
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
イ
ラ
イ
ラ
が
募
り「
も
う

い
い
か
げ
ん
に
し
て
」と
怒
鳴
り
返

し
て
い
ま
し
た
。
後
悔
と
申
し
訳
な

さ
で
、そ
の
た
び
自
分
を
責
め
ま
し

た
。で
も
、認
知
症
外
来
の
医
師
で
も

「
同
じ
こ
と
を
何
度
も
聞
か
れ
れ
ば
、

私
も
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す
」と
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
専
門
家
で
も
対
応
が
難
し

い
の
で
す
か
ら
、一
緒
に
い
る
時
間

が
長
い
家
族
は
な
お
さ
ら
で
す
。
怒

鳴
っ
て
し
ま
っ
て
も
、自
分
を
責
め

な
い
で
く
だ
さ
い
。私
は
、お
互
い
が

落
ち
着
い
た
と
き
に「
一
緒
に
お
や

つ
を
食
べ
な
い
？
」と
誘
い
、「
さ
っ

き
は
ご
め
ん
な
さ
い
」と
謝
る
機
会

を
つ
く
り
ま
し
た
。
怒
鳴
っ
て
は
い

け
な
い
、イ
ラ
イ
ラ
し
て
は
い
け
な

い
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、ス
ト
レ
ス

が
増
し
ま
す
。イ
ラ
イ
ラ
し
た
ら
、ま

ず
は
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、落
ち
着
い
て
か
ら
対
処
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

水
飯
か
ら
湯
漬
け
、
お
茶
漬
け
へ

伝
承
料
理
研
究
家
●
奥
村
　
彪
生

東
南
ア
ジ
ア
の
タ
イ
で
、食
欲

が
減
退
す
る
と
飯
に
水
を
掛
け
て

食
べ
る
と
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

メ
コ
ン
川
の
流
れ
を
見
る
と
、水

当
た
り
が
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
す
で
に
平
安
時
代
に

水す
い
は
ん飯
を
食
べ
て
い
る
か
ら
、水
飯

の
歴
史
な
ら
日
本
の
方
が
、タ
イ

よ
り
古
い
と
思
い
ま
す
。「
今
は

昔
」で
始
ま
る『
今
昔
物
語
集
』で
、

三
条
朝
成
と
い
う
大
兵
の
公
家
さ

ん
が
痩
せ
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら

良
い
か
と
医
者
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、温
か
い
飯
に
冷
水
を
掛
け
て

食
べ
る
水
飯
が
良
い
と
勧
め
ら
れ
、

そ
れ
で
は
と
ア
ユ
の
な
れ
ず
し
と

ウ
リ
の
漬
物
を
菜さ
い

に
し
て
食
べ
た

ら
、う
ま
く
て
何
杯
も
お
代
わ
り

を
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
医
者

は
こ
れ
は
痩
せ
る
ど
こ
ろ
か
か

え
っ
て
太
っ
て
し
ま
う
と
言
っ
て

さ
じ
を
投
げ
ま
し
た
。
同
じ
く
平

安
時
代
に
は
湯
漬
け
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は

清
少
納
言
が

書
い
た『
枕

草
子
』
に
出

て
き
ま
す
。

冷
や
飯
に
熱

湯
を
掛
け
る

だ
け
。

安
土
桃
山
時
代
、い
わ
ゆ
る
戦

国
時
代
に
な
る
と
抹
茶
の
文
化
が

盛
ん
に
な
り
ま
す
。
そ
の
抹
茶
を

飯
に
振
り
掛
け
、湯
を
注
い
で
食

べ
る
茶
漬
け
が
出
て
き
ま
す
。

や
が
て
中
国
大
陸
の
福
建
省
か

ら
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
で
お
な
じ
み
の

隠
元
禅
師
が
元
禄
時
代
以
前
に
日

本
に
や
っ
て
来
て
、そ
の
後
、山

城
国
宇
治
に
萬
福
寺
を
建
立
し
、

茶
葉
を
い
っ
た
煎
茶
を
始
め
ま
す
。

こ
こ
に
い
た
永
谷
宗
円
が
こ
の
煎

茶
を
売
り
歩
き
、
全
国
に
広
め
、

日
常
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
飲

料
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
煎
茶
の
湯
を
飯
に
ぶ
っ
掛

け
た
の
が
茶
漬
け
で
す
。
元
禄
時

代
の
初
め
ご
ろ
、名
古
屋
城
の
畳

奉
行
を
し
て
い
た
武
家
・
朝
日
又

左
衛
門
の
日
記
に
初
め
て
出
て
き

ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、京
坂

や
お
江
戸
の
庶
民
の
夕
食
は
と
う

と
う
お
茶
漬
け
サ
ラ
サ
ラ
に
な
り

ま
し
た
。

今
も
食
欲
の
な
い
と
き
は
漬
物

を
友
に
し
た
お
茶
漬
け
は
食
べ
良

い
し
、一
杯
や
っ
た
後
の
口
直
し

に
も
も
っ
て
こ
い
。
時
に
は「
永

谷
園
」の
お
世
話
に
な
る
こ
と
も
。

そ
り
ゃ
当
た
り
前
、煎
茶
を
売
り

出
し
た
の
は
永
谷
宗
円
だ
も
の
。
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ＪＡ延岡の概況
（令和３年１月31日現在）

（1）

（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）

（8）

組合員数

総代数
役員数
生産組合員
女性部員
青壮年部員
職員数　正職員

准職員
臨時・パート
合計

貯金残高
貸出金残高
長期共済保有高
購買品供給高
販売品販売高

正
准
計

5,020人
27,558人
32,578人

548人（定数550人）
26人（理事20人、監事６人）

1,015億3,210万円
279億3,225万円
3,517億6,437万円
20億3,578万円
26億7,361万円

4,173人
1,257人
65人
194人
31人
65人
290人

１. 当期未処分剰余金 ……………302,597,676円

…………86,036,186円３. 次期繰越剰余金（1－2）

２. 剰 余 金 処 分 額

（1）利益準備金

（2）任意積立金

（固定資産取得積立金）

（3）出資配当金

（4）事業分量配当金

………………………… 50,000,000円

………………………… 150,000,000円

……………（150,000,000円）

………………………… 13,757,223円

…………………… 2,804,267円

剰余金処分
（第31年度）

販 売 事 業

JA延岡  令和2年度の主な実績
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組合員・利用者の皆様のお役に立てたＪＡ共済

貯 　 金

共 　 済
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購 買 事 業
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新 年 度 営 農 部 の   主 な 取 り 組 み

た自給飼料対策
⑹	支援センターおよび関係
機関との連携によるヘル
パー事業の充実

⑺	部会組織活動の活性化
①部会一体となった生
産・技術の向上

②部会活動の促進

3.	肉用牛（肥育）
⑴	枝肉重量・質量の斉一化
⑵	延岡牛の銘柄確立に向け
た取り組み

4.	乳用牛
⑴	飼養管理対策
①巡回指導の徹底
②牛舎暑熱対策の徹底
③乳質・乳量の改善
④計画的な優良牛の導入
⑤衛生管理の更なる強化

⑵	酪農後継者の掘り起こし
と育成

⑶	消費拡大イベントの実施
による消費者へのＰＲ

⑷	ヘルパー要員の確保

5.	養豚
⑴	経済連と連携した技術・
衛生指導の徹底

⑵	ブランドポークへの取り
組み

6.	種鶏
⑴	生産性向上対策
①各種研修会への参加
②データ分析の徹底

⑵	衛生および環境保全対策
①高病原性鳥インフルエ
ンザ等対策強化

②農場ハセップ取得によ
る防疫強化

7.	種鶏中ビナ供給センター
⑴	経営対策
①安定した育雛管理技術

の向上
②斉一化した良質中ビナ
の安定供給

⑵	機能強化対策
①参加農家との連携強化
と研修・検討会の開催

②雄ビナ専用施設の検討

8.	キャトルセンター
⑴	飼養管理技術の更なる向
上に向けた検討会の開催

⑵	委託者部会との連携
①委託者部会の開催と情
報提供

②委託者への母牛・子牛
の管理指導

③委託管理マニュアル・
委託料等の見直し検討

④セリ市出荷月に委託者
と確認検査の実施

⑤子牛の受入推進
⑶	販売戦略
①肥育センターとの連携
②キャトルセンター子牛
購買者からの情報集収
および分析活用

青壮年部
1.	組織の活性化
⑴	ポリシーブックを活用し
た活動

⑵	支部活動の充実と活動報
告会の実施

⑶	新規就農者との交流会実
施

⑷	支店・女性部組織との連
携強化

⑸	他県青年部組織との交流

2.	協同活動および食農教育活動
の展開
⑴	経営管理研修会への参加
⑵	優良農家・法人等への視
察研修実施

⑶	パイオニア制度を活用し

たリーダーの育成
⑷	「日本農業新聞」「地上」
の皆読運動の実施

⑸	管内小学校との連携によ
る食育活動の拡大

女性部
1.	組織の活性化
⑴	「女性部活動要領」に沿っ
た活動開始

⑵	部員増員（仲間づくり）
運動の実施

⑶	フレッシュミズ部員加入
促進

⑷	自主的組織運営の実施
⑸	各種学習活動の実施

2.	食農教育の実践
コミュニティ施設「にししな
愛彩館」を活用した食農イベ
ントや講座の開催

3.	暮らしと健康活動の取り組み
⑴	健康寿命 100 歳プロジェ
クト運動の促進

⑵	家計管理・ライフプラン
づくりの啓発

⑶	助けあい組織の後継者育
成と介護認定者以外の高
齢者支援の実施

4.	教育文化活動への積極的な取
り組み
⑴	協同組合学習会の実施
⑵	役職員一体となった「家
の光」誌愛読者普及活動
の展開

⑶ 教育文化活動担当者会開
催による役職員への理解
促進

5.	JA運営参画の取り組み
女性総代目標 15％以上に向け
た取り組み
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新 年 度 営 農 部 の   主 な 取 り 組 み

営農振興
1.	地域営農振興の組織的取り組
み

2.	新規就農者の確保
3.	耕畜連携の推進
4.	食農教育の実践
5.	農作業事故防止の取り組み
6.	「所得アップＧＯ!ＧＯ!テン
プラス」運動の実践

7.	６次産業化の取り組み
8.	農業・ＪＡのＰＲ活動の展開

農産園芸
1.	農産園芸振興方策
⑴	関係機関と連携した営農
指導機能の強化

⑵	「所得アップＧＯ！ＧＯ！
テンプラス」運動の推進

⑶	産直農産物の販売拡大
⑷	関係機関と連携した鳥獣
害対策強化

⑸	高需要作物の生産振興
⑹	インターネットを活用し
た販売展開

⑺	新たな契約栽培の検討・
推進

⑻	生産労力軽減対策の検討・
推進

⑼	安全・安心な農産物生産
の指導

⑽	食農・食育活動の拡充
⑾	選果場の効率的運用検討

2.	農産（米・麦）
⑴	良食味・品質向上対策
⑵	病害虫情報の早期発信
⑶	無人ヘリ・ドローン活用
による労力軽減対策の強
化

⑷	米集荷・販売の強化
⑸	加工用原料の生産拡大
⑹	鳥獣害マイスターの資格
取得

3.	園芸
⑴	市場性・地域環境を考慮
した品目の推進

⑵	重点市場とのパートナー
シップ強化

⑶	施設園芸の推進
⑷	販売流通体制の整備
⑸	施設野菜品目の推進

4.	果樹
⑴	生産部会と連携した生産
体制強化

⑵	モデル地区ビジョンの作
成

5.	花卉
⑴	シキミの販売先確保
⑵	シキミ立枯れ病の原因究明
⑶	新たな優良品目の推進
⑷	担い手の確保（農家研修
の拡充）

6.	特産
⑴	「金の筍」消費拡大
⑵	放棄林地の有効活用
⑶	高品質な茶生産体制の強化

経営指導
1.	経営支援農家への支援・指導
2.	地域農家経営支援センター
（中央会主導）体制下における
農家支援

3.	農業経営者組織協議会（青色
申告会）による記帳指導・研修

畜　　産
1.	畜産振興方策
⑴	畜産基盤の維持・拡大
①行政とタイアップした
人・牛プランによる畜
産振興

②管内農家の現状および
課題の把握と畜産クラス
ター事業等の有効活用に

よる営農基盤の支援
③関係部署と連携した経
営改革の具体策提示

⑵	「所得アップＧＯ！ＧＯ！
テンプラス」運動の実施
①粗飼料費低減への取り
組み

②品質向上による収入の
確保

③経営分析実施による経
営改善の強化

⑶	衛生および環境保全対策
①防疫意識の向上に向け
た指導徹底と情報提供

②関係機関と連携した衛
生研修会の実施

⑷	トレーサビリティの遵守
①生産履歴記帳の徹底
②生産履歴を明確にした
安全安心な畜産物の生
産指導

2.	肉用牛（繁殖）
⑴	畜産基盤の維持・拡大
①関係機関と連携した和
牛増頭対策の実施

②母牛導入事業の推進に
よる繁殖成績の向上

⑵	繁殖基盤強化に向けた取
り組み
①繁殖牛の生産・供給
②共同繁殖牛舎の活用

⑶	改良更新対策
①関係機関と連携した研
修会の開催

②導入事業での計画的導入
⑷	市場流通対策
①適正日齢出荷体重の斉
一化

②子牛生産頭数減少に伴う
今後の市場運営の検討

③関係機関と一体となっ
た特定疾病対策の取り
組み

④ひがしクリーン牛の普及
⑸	粗飼料回収部会と連携し
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ス ト ッ プ ！ 農 作 業 事 故

経営体強化機械導入助成事業
効率的な営農を支援し、農業所得の向上を図るた
め、農業機械を計画的に導入する際の費用の一部を
補助します。

（補助内容）
土地利用型農業の機械購入価格の３分の１以内
※予算額を超える申請があった場合は、200万円を
上限とします。
※更新による下取り価格がある場合は、購入価格から
これを控除した額。

（補助対象）
地域農業の意欲ある認定農業者または認定新規就
農者のうち、経営規模の拡大などを目指す農業者（個
人・法人）や作業受託に取り組む営農集団のオペレー
ター
（申請期間）
令和３年７月１日（木）～令和３年７月30日（金）

（申請窓口）
延岡市　総合農政課（市役所３Ｆ）
ＪＡ延岡　営農総合対策課
関係機関による審査会にて、補助対象者を決定しま
す。申請を希望される人は下記までご相談ください。

（お問い合わせ先）
延岡市　総合農政課　TEL：22－7073
JA延岡　営農総合対策課　TEL：23－1901

農
作
業
負
傷
事
故
へ
の
対
応

人
間
工
学
専
門
家
●
石
川
　
文
武

誰
も
が
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
行
動
し
て
い
る

の
で
す
が
、事
故
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
最
も
悲
惨
な
の
が
死
亡
事
故
と

後
遺
障
害
の
残
る
事
故
で
す
。
死
亡

事
故
は
、届
け
が
出
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
も
農
作
業
死
亡
事
故
の
変

遷
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回

は
負
傷
事
故
防
止
へ
の
備
え
を
解
説

し
ま
す
。

事
故
は
影
響
の
少
な
い
方
か
ら
、ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
、軽
傷
、重
傷
、死
亡
と

分
類
で
き
ま
す
。
死
亡
は
全
数
が
把

握
さ
れ
て
い
ま
す
が
、重
傷
以
下
は
正

確
な
件
数
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

労
使
関
係
が
成
立
し
て
い
る
産
業

で
の
事
故
は
、同
じ
原
因
で
１
件
の

死
亡
に
対
し
、約
30
件
の
重
軽
傷
、約

３
０
０
件
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
が
あ
る

と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
で
は

機
械
や
家
畜
と
の
接
触
が
多
く
、ま
た
、

雑
菌
な
ど
に
よ
る
化か

の
う膿
な
ど
が
あ
る

た
め
、こ
れ
と
同
じ
割
合
で
は
な
く
、

死
亡
率
が
若
干
高
く
な
っ
て
い
る
と

み
ら
れ
ま
す
。

負
傷
事
故
の
内
容
で
す
。
個
々
の

事
例
は
省
き
ま
す
が
、骨
折
、切
断
、

打
撲
、刺
し
傷
、切
り
傷
、挟
ま
れ
、ひ

か
れ
、や
け
ど
、な
ど
で
、快
癒
す
る

場
合
と
、
後
遺
障
害
が
残
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
全
治
ま
で
の
日
数
が
長

い
場
合
は
、医
療
費
も
か
か
り
ま
す

し
、農
作
業
へ
の
影
響
も
見
ら
れ
ま
す
。

け
が
を
し
た
場
合
に
、フ
ァ
ー
ス
ト
エ

イ
ド（
現
場
な
ど
で
の
適
切
な
応
急
処

置
）が
行
わ
れ
れ
ば
、農
作
業
へ
の
復

帰
も
早
く
な
り
ま
す
。

農
業
者
に
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
体
験

例
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
、40
％

程
度
の
方
が
、
事
例
報
告
し
て
く
れ

ま
し
た
が
、そ
れ
ら
は
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
で
は
な
く
事
故
そ
の
も
の
で
し
た
。

現
場
で
は
、軽
傷
が
ヒ
ヤ
リ
と
の
認
識

が
強
い
よ
う
で
す
が
、危
険
が
迫
り
つ

つ
あ
る
と
き
に
早
く
認
識
し
回
避
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、無
傷
で
済
む
の
が

ヒ
ヤ
リ
で
す
。
ヒ
ヤ
リ
体
験
を
減
ら

す
こ
と
が
重
傷
・
死
亡
の
軽
減
に
つ
な

が
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
日
常
的
に
体
験
し
て
い

る
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
を
ご
家
族
や
地
域

の
仲
間
に
報
告
・
情
報
交
換
す
る
こ
と

で
、共
通
の
危
険
性
を
見
い
だ
し
、排

除
す
る
こ
と
で
、再
発
防
止
の
ヒ
ン
ト

が
生
ま
れ
ま
す
。
危
険
を
予
知
予
測

し
、
事
故

の
芽
を
摘

む
行
動
に

取
り
組
ん

で
く
だ
さ

い
。
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【
追
　
肥
】

穂
肥
は
出
穂
の
15
〜
20
日
前
に
行
い
ま

す
。
主
茎
を
引
き
抜
い
て
幼
穂
が
１
㌢
程

度
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
お
お
よ
そ
出
穂
18

日
前
に
な
り
ま
す
。葉
色
が
濃
い
と
こ
ろ
、

軟
弱
徒
長
に
生
育
し
て
い
る
圃
場
の
追
肥

い
も
ち
病
な
ど
病
害
虫
予
防
の
た
め
、

必
ず
箱
施
薬
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
を
使
う
と
き
は
、
ラ
ベ
ル
を
し
っ
か

り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

苗
は
活
着
期
か
ら
最
高
分
け
つ
期
へ

と
達
し
な
が
ら
、
幼
穂
形
成
期
へ
と
推

移
す
る
ま
で
が
栄
養
成
長
期
と
な
り
ま

す
。
有
効
茎
数
を
早
期
に
確
保
す
る
よ

う
努
め
ま
し
ょ
う
。

安
定
収
量
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、

栄
養
成
長
期
の
管
理
が
重
要
で
す
。

【
育
苗
期
】

健
苗
と
は
約
12
～
15
㌢
ぐ
ら
い
が
良

い
苗
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

育
苗
期
間
が
長
く
な
る
（
播
種
か
ら

25
日
を
過
ぎ
る
）
と
肥
料
切
れ
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
苗
の
様
子
を
見
て
、
粒
・

液
肥
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ム
レ
苗
や
苗
い
も
ち
病
も
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

【
移
植
期
、
活
着
期
】

田
の
元
肥
は
、
で
き
る
だ
け
田
植
え

に
近
い
日
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
特
に

普
通
期
一
発
く
ん
は
肥
効
の
時
期
が
ず

れ
て
来
ま
す
の
で
早
ま
き
は
注
意
が
必

要
で
す
。

田
植
え
の
時
は
、
浅
く
植
え
て
活
着

を
早
め
ま
し
ょ
う
。
深
植
え
は
禁
物
で

す
。
田
植
え
の
後
は
、
活
着
を
よ
く
す

る
た
め
、
２
〜
４
㌢
の
浅
水
管
理
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
）
の
駆
除
に
は
、
食
毒
作
用
効
果

の
あ
る
「
ス
ク
ミ
ノ
ン
２
〜
４
㌕
（
10

㌃
当
た
り
）
ま
た
は
「
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
く
ん
２
㌕
（
10
㌃
当
り
）」
の
散
布
が

効
果
的
で
す
。

除
草
剤
を
ま
く
と
き
は
、
最
低
５
㎝

以
上
の
水
を
た
め
、
最
低
５
日
間
は
水

の
か
け
流
し
を
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
除
草
剤
を
ま
い
た
後
は
、
補

植
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
分
け
つ
期
】

活
着
後
は
、
浅
水
状
態
（
昼
間
）
で

水
温
と
地
温
を
上
昇
さ
せ
、
分
け
つ
を

促
進
さ
せ
ま
す
。

冬
作
に
飼
料
（
イ
タ
リ
ア
ン
）
を
作

付
し
た
場
合
や
気
温
が
急
激
に
上
昇
し

た
場
合
、
長
く
甚
水
状
態
が
続
く
場
合

に
は
、
ガ
ス
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す

の
で
一
旦
、
落
水
し
、
ガ
ス
抜
き
を
し

ま
す
。

畔
草
等
の
除
草
で
、
除
草
剤
を
使
用

す
る
際
は
畔
が
壊
れ
な
い
か
、
風
が
無

い
か
等
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

農
繁
期
に
入
り
ま
す
の
で
、
農
作
業

事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〔
農
産
園
芸
振
興
課
〕

は
控
え
目
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
「
早

期
一
発
く
ん
」
を
施
し
た
と
こ
ろ
の
追
肥

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
防
　
除
】

穂
ば
ら
み
期
に
か
け
て
の
紋
枯
病
、
穂

首
い
も
ち
の
防
除
は
「
ブ
ラ
シ
ン
バ
リ
ダ

フ
ロ
ア
ブ
ル
１
０
０
０
倍
」
を
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

出
穂
期
を
迎
え
、
穂
ぞ
ろ
い
期
の
カ
メ

ム
シ
、
枝シ

コ
ウ梗

い
も
ち
の
防
除
は
「
ブ
レ
ー

ド
ス
タ
ー
ク
ル
ゾ
ル
１
０
０
０
倍
」
が
効

果
的
で
す
。

カ
メ
ム
シ
２
回
目
は
「
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤

10 

１
０
０
０
倍
」
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
に
よ
る
カ
メ
ム
シ
防
除
は
、
穂
ぞ

ろ
い
期
と
、
そ
の
１
週
間
程
度
後
（
乳
熟

期
）
の
２
回
防
除
が
基
本
で
す
。
カ
メ
ム

シ
対
策
を
兼
ね
て
、
出
穂
前
ま
で
に
草
刈

り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

稲

　作

　情

　報

早
期
水
稲

普
通
期
水
稲

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

雨
音
は
癒
や
し
の
調
べ

気
象
予
報
士（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）

● 

檜
山
　
靖
洋

感
染
症
対
策
を
し
た
レ
ジ
ャ
ー

と
し
て
、
野
外
キ
ャ
ン
プ
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
空
気
を
吸

い
自
然
の
音
を
聞
い
て
い
る
と
癒
や

さ
れ
ま
す
よ
ね
。
自
然
の
中
の
音

は
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
よ
う
な
規
則

的
な
リ
ズ
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
リ

ズ
ム
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
間

の
絶
妙
な
リ
ズ
ム
の
音
が
私
た
ち
を

癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。
雨
の
音
も
そ

の
一
つ
で
す
。
雨
の
音
だ
け
が
入
っ

た
Ｃ
Ｄ
も
あ
る
く
ら
い
で
す
。

水
琴
窟
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

地
中
に
か
め
を
埋
め
て
洞
窟
を
作

り
、
水
が
落
ち
た
と
き
の
音
を
楽
し

む
趣
向
で
す
。
ま
た
、
傘
を
差
し
て

歩
い
て
い
る
と
き
、
傘
に
当
た
る
雨

音
も
よ
く
聞
い
て
い
る
と
心
地
良
く

感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
雨

の
音
を
楽
し
む
た
め
に
良
い
音
が
す

る
よ
う
に
作
ら
れ
た
傘
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

雨
の
音
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
お
よ
そ
１
カ
月
半
続
く
う
っ
と

う
し
い
梅
雨

の
時
期
も
楽

し
く
乗
り
越

え
ら
れ
そ
う

で
す
。

す
い
き
ん
く
つ
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人と地域の未来のために

㈱JA延岡エネライフ
●LPG販売事業部
　プロパンガス・住宅設備
宮崎県延岡市粟野名町1505  (代)TEL：33-4460 FAX：21-3650

●石油燃料販売事業部
　東海SS・松山SS・鉄工団地SS

●自動車整備/販売事業部
　九州運輸局長指定工場(車検・板金)

エネライフ 通 信

多くのプレゼントに笑顔を見せる来店者

活気づく東海給油所

エネライフは４月16、17日の２日間、松山、東海、鉄工団地の
３給油所で一斉に「春のうららかキャンペーン」を開催しました。
期間中、1600人が利用し、各給油所とも活気づきました。
キャンペーン期間中、来店者全員に延岡産の新玉ネギをプレゼ
ント。その上で 20㍑以上給油した人にはペチュニア、マリーゴー
ルドなどの花苗を進呈しました。洗車、オイル交換、タイヤ購入
した人にも賞品をプレゼントするなど数々の贈り物に来店者は満
面の笑みを浮かべていました。
大勢の来店者を迎えるため社員たちはマスク着用、手指消毒の
徹底など万全の感染防止対策をして接客にあたりました。

万全のコロナ対策で開催
春のうららかキャンペーン

所得アップGO!GO!テン
発揮しよう！「協同」力。目指そう！元気農業日本一

農繁期を迎えるにあたりエネライフが応援します。

元気農業応援キャンペーン
令和３年６月30日まで各SSにて開催中!!

～ 農家組合員様へ ～
期間中、

営農用軽油を
店頭価格より 3円/ℓ

引き!

※配達分は対象となりませんのでご了承下さい。

3,980円

ワイパーの寿命は
１年です !!
交換するなら、
今がチャンス !!

ワイパーが
どの長さでも
通常1,650円(税込)が

なんと

1 , 100円（税込）

６月１日（火）～30日（水）

※ワイパーの種類によっては対象外となります。

ワイパーキャンペーン

万が一の為に
家庭に、職場に
備えましょう!!

詳しくは、プロパン係 TEL33-2181 まで

大切な家族や従業員のために

安全な場所に逃げるために必要な30点そろえました。
  1. 防災セットリュック
  ２. 懐中電灯ランタン
  ３. ホイッスル
  ４. レインポンチョ
  ５. EVAサンダル
  ６. アルミシート
  ７.アルミブランケット
  ８. まくら
  ９. 非常用給水バッグ
10. ペーパートレー
11. プラカップ
12. 割り箸
13. カラトリーセット
14. ラップ
15. アルミホイル

16. ボディタオル
17. 歯ブラシ
18. 綿棒
19. マスク
20.ティッシュペーパー
21. 携帯用トイレ
22. 大型ポリ袋
23. ラバー手袋
24. 圧縮袋
25. 布テープ
26. 2WAYドライバー
27.ミニカッターナイフ
28. お薬ケース
29. 小銭入れ袋
30. 筆記用具セット

車検価格表
※割引適用後
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家 族 の 健 康家 族 の 健 康

移動金融店舗車両巡回スケジュール
●●●●

●
●●●●

●
そらたま

号
そらたま

号

払い出しはお１人様50万円まで。 キャッシュカードでの取り扱いはできません。

ご利用の際は、印鑑と通帳をご持参ください。

普通貯金入出金取扱い業務▶ 定期積金の掛込 通帳の記帳・繰越 税金、公共料金の受入れ

ATMは設置して
いません。

毎週木曜日はメンテナンスのため運休

月曜日
時　間 場　所

10：00～11：00 富美山コミュニティセンター
12：45～13：05 宮野浦中央公園
13：40～14：20 市尾内
14：40～15：00 旧阿蘇漁港前

火曜日
時　間 場　所

  9：00～10：30 旧Ａコープ桜ヶ丘店
11：00～11：30 片田公民館
13：00～14：30 ととろふれあい館（旧土々呂支店）

水曜日
時　間 場　所

  9：00～10：00 旧Ａコープ桜ヶ丘店
10：30～11：00 桑平バス停
12：30～14：00 G1平田

金曜日
時　間 場　所

  8：50～  9：20 伊原営農集会所
  9：40～10：10 岡元公民館
10：40～11：10 行縢多目的集会所
13：00～13：30 唐立営農研修館
13：50～14：20 二股上公民館
※天候や交通状況により、遅延・運休になる場合があります。

コ
ロ
ナ
う
つ

健
康
科
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
●
福
田
　
千
晶

昨
年
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
で
生
活
が
変
わ
り

ま
し
た
。農
業
従
事
者
に
は「
仕
事

は
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
」と
言
う

人
と
、「
農
作
物
の
売
れ
行
き
が
悪

化
し
た
」な
ど
、影
響
を
受
け
た
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。仕
事
以
外
で
は
、

自
粛
生
活
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ

た
り
、子
ど
も
の
休
校
な
ど
で
家
族

の
生
活
が
変
化
し
て
負
担
が
増
え

た
り
、精
神
的
な
負
担
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
心
配

は
、む
し
ろ
感
染
者
が
少
な
い
地
域

で
強
く「
こ
の
地
区
の
感
染
者
第
１

号
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
…
」と

不
安
を
抱
く
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、農
作
物
の
種
類

に
よ
っ
て
は「
価
格
低
下
で
収
入
激

減
、夜
も
眠
れ
な
い
」と
か「
今
後

が
不
安
で
ま
っ
た
く
や
る
気
が
出

な
い
」な
ど
、落
ち
込
む
原
因
も
い

ろ
い
ろ
で
し
ょ
う
。こ
の
よ
う
な
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
関
わ
る
メ
ン
タ
ル
不
調
を
、俗
に

「
コ
ロ
ナ
う
つ
」と
呼
ぶ
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
う
つ
の
対
策
と
し
て
、ま

ず
大
事
な
の
が
新
型
コ
ロ
ナ
関
連

の
情
報
を
見
過
ぎ
な
い
こ
と
。１
日

２
回
ま
で
と
決
め
て
お
き
ま
す
。他

の
問
題
が
不
安
の
要
素
に
な
っ
て

い
る
な
ら
、そ
の
要
素
へ
の
対
策
を

考
え
ま
す
。
経
済
的
な
こ
と
な
ら
、

各
自
の
立
場
や
状
況
に
合
っ
た
支

援
策
の
相
談
窓
口
に
連
絡
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
な
ら
、屋
外

で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

写
真
を
撮
る
、写
生
を
し
て
み
る
な

ど
、手
軽
に
試
し
、楽
し
み
ま
し
ょ

う
。屋
内
な
ら
、動
画
サ
イ
ト
を
見

な
が
ら
好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

に
合
わ
せ
て
の
ダ
ン
ス
、家
族
で

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
系
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、

料
理
の
新
し
い
レ
シ
ピ
へ
の
挑
戦
、

書
道
や
手
芸
な
ど
を
集
中
し
て
行
っ

て
み
る
な
ど
、新
生
活
で
の
ス
ト
レ

ス
発
散
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

メ
ン
タ
ル
不
調
も
自
力
で
改
善

で
き
な
い
と
き
は
、医
療
機
関
の
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
眠
れ
な
い
、

疲
れ
が
取
れ
な
い
な
ど
体
の
疲
れ

も
伴
う
内
科
的
な
不
調
な
ら「
心
療

内
科
」、
メ
ン

タ
ル
面
の
不

調
だ
け
な
ら

「
精
神
科
」
の

受
診
が
適
し

て
い
ま
す
。
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食と農から始まる。JA グループの
ファミリー・マガジン

家の光 ６月号

家の光

おすすめは「足にや
さしい歩き方」です。
正しい歩き方のポイ
ントをおさえて足爪
美人を目指しましょう。

（料金は税込み）

地　上 ６月号 618円
ちゃぐりん ６月号 4 9 2円

お申し込みは、営農総合対策課☎23-1891
または最寄りの支店へ。

西府　鞠花さん
(総務課庶務係)

６月号
629円

わが家の

宝

緑ヶ丘村田憲一さん、絵里子さんの長女と長男

緑ヶ丘村田憲一さん、絵里子さんの長女と長男

すこやかにすこやかにすこやかに

村田 奈々美さん（６歳）
な　な　み

か　ず　き

平成26年7月16日生まれ

佳瑞貴くん（３歳）
平成29年10月13日生まれ

延岡警察署だより延岡警察署だより
新型コロナウイルスのワクチン接種費用
を名目とした不審電話に注意 ! !

不審な電話などがあったときは、
最寄りの警察署や交番・駐在所
又は警察安全相談電話（＃9110）

にご連絡ください。

令和３年２月24日、西臼杵郡内の一般住宅の固定電話に、新型
コロナウイルスのワクチン接種費用を名目に現金をだまし取ろ
うとする不審電話が架かってきた事案が発生しました。
　内容は、犯人の男から
・新型コロナワクチンの申込みをされましたよね。
・お金が４万円位かかりますが、今なら補助が出て１万９千円
になります。
・集金に行こうと思いますが、都合はどうですか。
などと言われたものです。

ワクチン接種は無料です。

電話・メールで個人情報を
求めることはありません！

接種を受ける際の費用は全額公費です

市町村から「接種券」「接種のお知らせ」が届きます

奈々美さんは体を動かすのが大好き。元気で明るい快活な女の子です。
なかでも鉄棒が得意。「連続逆上がりもできるよ」とにっこり。今年は「水
泳に挑戦したい」と大張り切りです。一方で今年で3年目になる英語の塾
にも熱心に通っています。将来の夢は看護師さん。佳瑞貴くんが入院した
とき親身になってお世話をしてくれた看護師さんの姿を見て心に決めた
そうです。
いつもニコニコ笑顔を絶やさない佳瑞貴くん。人見知りしないので誰
からも可愛いがられます。太鼓が大好き。沖縄県の伝統芸能エイサーの踊
りで披露される太鼓がお気に入り。家族の前でもよく披露しています。パ
トカーや電車など乗り物にも夢中です。
「このまま元気に伸び伸びと育ってほしい」とご両親。

◇令和の絶品漬け物
◇じぶん時間で夢をかなえる
◇雑草対策

新人
職員

生活指導係
おすすめ Nobeoka's seasonal recipe

じゃがいもと夏野菜の
重ね焼き

じゃがいも ……中２個
ズッキーニ ……１本
トマト …………１個
ツナ缶…………１缶
ピザ用チーズ
………………15g ～ 20g

塩・黒こしょう ……各少々
オリーブ油 …………大さじ１
ニンニクすりおろし…３ｇ
バジル………………適量
サラダ油……………適量 （炒め用）

材料（４人分）

①じゃがいもは皮をむき半分に切り、３ミリほどの厚さにスライスする。
サラダ油を適量フライパンに入れ、スライスしたじゃがいもに塩・黒
こしょうし、焼き色がつくまで炒める。

②ズッキーニとトマトも５ミリほどにスライスする。
③①のじゃがいもを耐熱皿に薄く並べ、その上にツナを散らし薄切りし
たトマトとズッツキーニを交互に重ねて敷きつめる。

④③に塩・黒こしょうをふり（Ａ）を全体にかけピザ用チーズとバジル
のみじん切りをかけ、180℃オーブンで１０～ 15分焼いたら完成！

延岡の旬レシピ

作り方

ワンポイント
アドバイス

簡単に作れるヘルシーで彩りの良い副菜です。
これからの季節に夏野菜で是非作ってみて下
さい。バジルはパセリでも可。

（Ａ）
混ぜておく｝

期間中に、JAで年金をお受取りいただける
お友達・お知り合いの方※をご紹介ください！

年金口座指定替え
キャンペーン

お問い合せは、お近くの JA 窓口へ
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食と農から始まる。JA グループの
ファミリー・マガジン

家の光 ６月号

家の光

おすすめは「足にや
さしい歩き方」です。
正しい歩き方のポイ
ントをおさえて足爪
美人を目指しましょう。

（料金は税込み）

地　上 ６月号 618円
ちゃぐりん ６月号 4 9 2円

お申し込みは、営農総合対策課☎23-1891
または最寄りの支店へ。

西府　鞠花さん
(総務課庶務係)

６月号
629円

わが家の

宝

緑ヶ丘村田憲一さん、絵里子さんの長女と長男

緑ヶ丘村田憲一さん、絵里子さんの長女と長男

すこやかにすこやかにすこやかに

村田 奈々美さん（６歳）
な　な　み

か　ず　き

平成26年7月16日生まれ

佳瑞貴くん（３歳）
平成29年10月13日生まれ

延岡警察署だより延岡警察署だより
新型コロナウイルスのワクチン接種費用
を名目とした不審電話に注意 ! !

不審な電話などがあったときは、
最寄りの警察署や交番・駐在所
又は警察安全相談電話（＃9110）

にご連絡ください。

令和３年２月24日、西臼杵郡内の一般住宅の固定電話に、新型
コロナウイルスのワクチン接種費用を名目に現金をだまし取ろ
うとする不審電話が架かってきた事案が発生しました。
　内容は、犯人の男から
・新型コロナワクチンの申込みをされましたよね。
・お金が４万円位かかりますが、今なら補助が出て１万９千円
になります。
・集金に行こうと思いますが、都合はどうですか。
などと言われたものです。

ワクチン接種は無料です。

電話・メールで個人情報を
求めることはありません！

接種を受ける際の費用は全額公費です

市町村から「接種券」「接種のお知らせ」が届きます

奈々美さんは体を動かすのが大好き。元気で明るい快活な女の子です。
なかでも鉄棒が得意。「連続逆上がりもできるよ」とにっこり。今年は「水
泳に挑戦したい」と大張り切りです。一方で今年で3年目になる英語の塾
にも熱心に通っています。将来の夢は看護師さん。佳瑞貴くんが入院した
とき親身になってお世話をしてくれた看護師さんの姿を見て心に決めた
そうです。
いつもニコニコ笑顔を絶やさない佳瑞貴くん。人見知りしないので誰
からも可愛いがられます。太鼓が大好き。沖縄県の伝統芸能エイサーの踊
りで披露される太鼓がお気に入り。家族の前でもよく披露しています。パ
トカーや電車など乗り物にも夢中です。
「このまま元気に伸び伸びと育ってほしい」とご両親。

◇令和の絶品漬け物
◇じぶん時間で夢をかなえる
◇雑草対策

新人
職員

JA懸賞付定期積金

JAバンクで
つみたてルン

♪

貯めて
ルンルン♪

　夢見て
ルンルン

♪

レジャー
旅行

リフォーム

マイカー
購入

結婚
キャンペーン期間

1木4 30金7
進学
就職

老後

契約期間2年以上契約額24万円以上の定期積金 を
キャンペーン期間中にご契約された個人のお客様の中から抽選で当たる！

円分の1等 円分の

円分の

2等

3等

円分の4等

お問い合わせは、お近くのJA窓口へ
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お便りコーナー

身近な出来事、楽しい話題などありました
ら何でも結構です。「ふれあい広場」まで
お便りください。お待ちしています。

〒882-0033 延岡市川原崎町281-1
JA延岡総務課 広報係

月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

6 月水無月

JA 延岡女性部伊形支部の朝市グループによる「伊形朝市」は、毎週水曜日午前 8 時から              Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。 

66

【
全
体
運
】

お
お
む
ね
順
調
で
す
。
心
配
事
が
あ
る
な
ら
独

り
で
抱
え
込
ま
ず
相
談
を
。
良
い
知
恵
を
出
し

て
も
ら
え
そ
う
。
買
い
物
は
後
半
が
吉

【
健
康
運
】

頑
張
り
過
ぎ
は
体
調
不
良
の
も
と
。
適
宜
休
憩
を

【
幸
運
の
食
べ
物
】

サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン

【
全
体
運
】

初
夏
を
感
じ
ら
れ
る
散
歩
コ
ー
ス
で
気
分
も
運

気
も
ア
ッ
プ
。
い
つ
も
よ
り
少
し
だ
け
行
動
範

囲
を
広
げ
て
。
新
製
品
に
ツ
キ
あ
り

【
健
康
運
】

腹
も
身
の
内
。
食
べ
過
ぎ
に
気
を
付
け
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ゴ
ー
ヤ
ー

【
全
体
運
】

や
る
気
が
新
し
い
扉
を
開
き
ま
す
。
興
味
が
あ

る
こ
と
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
調
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。
新
し
い
品
種
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
吉

【
健
康
運
】

上
昇
中
。
筋
力
ア
ッ
プ
の
運
動
が
お
勧
め

【
幸
運
の
食
べ
物
】

パ
プ
リ
カ

【
全
体
運
】

上
昇
運
。
滞
っ
て
い
た
こ
と
も
動
き
だ
し
一
息

つ
け
ま
す
。
下
旬
か
ら
は
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
を
優
先
し
て
Ｏ
Ｋ
。
音
楽
鑑
賞
に
ツ
キ

【
健
康
運
】

寝
不
足
に
注
意
。
体
調
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ツ
ル
ム
ラ
サ
キ

【
全
体
運
】

気
持
ち
が
せ
く
と
き
は
深
呼
吸
を
。
慌
て
な
け

れ
ば
実
力
を
発
揮
で
き
ま
す
。
習
い
事
や
友
人

と
の
お
し
ゃ
べ
り
の
時
間
を
大
切
に

【
健
康
運
】

足
浴
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
足
元
を
ケ
ア
し
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

梅【
全
体
運
】

目
標
は
高
め
に
。
自
分
を
甘
や
か
さ
な
い
姿
勢

が
高
評
価
に
つ
な
が
り
ま
す
。
後
半
は
味
方
が

増
え
そ
う
。
地
元
の
お
店
に
ツ
キ

【
健
康
運
】

香
り
の
良
い
お
茶
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
散
歩
も
◎

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ナ
ス

友
達
が
い
て
幸
せ
で
す

い
ま
だ
に
仲
の
よ
い
同
級
生
と
の
電
話
交

際
が
続
い
て
い
ま
す
。
先
日
「
コ
ロ
ナ
が
収

ま
っ
た
ら
会
お
う
ね
」と
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

元
気
づ
け
て
く
れ
る
友
達
が
い
て
幸
せ
で
す
。

〔
北
川
町
　
Ｙ
・
Ｍ
　
80
歳
〕

の
ど
か
な
風
景

近
く
の
水
田
で
は
田
植
え
の
準
備
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
の
な
か
で

サ
ギ
が
エ
サ
を
探
す
風
景
が
見
ら
れ
ま

す
。
の
ど
か
で
す
ね
。

〔
伊
形
町
　
Ｏ
・
Ｙ
　
73
歳
〕

のべおか茶
地元延岡産茶葉100％使用

お問い合わせは、お近くの購買店舗およびグリーンワン店舗へ

１ケース（24本入り）

税込2,470円 地
地消
産

年金のお受取りは
JA延岡で 安心 便利

年金感謝デー

実施中!!

年金振込日にJA窓
口へ年金をお受け
取りにご来店いた
だいた方へ、プレ
ゼント!!
※数に限りがございます
ので、お早めにご来店
下さい。

お問い合わせは、最寄りのJA窓口まで

日本唯一の日刊農業専門紙

日本農業新聞

お役に立てる情報をお届けします。

ＪＡ延岡の記事も載っています。

１か月2,623円(税込み)

購 読 の お 願 い

オードブル（５～６人前） 6,600円 （※写真は、3,850円の祝会席膳です）
値段はいずれも税込です。

各種会席膳 3,300円より 延岡市大武町３９-２
TEL 35-0011
FAX 35-5235

ご予約承り中！
仕出し料理 冠婚葬祭から、各種会席膳、

オードブル、寿司盛り、行楽弁当など、
真心サービスにてご奉仕いたします。
どうぞご賞味下さい。
※座卓、座布団、グラス等を人数に応じて
　貸し出しいたします。
※ご予算に応じてご注文承ります。
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月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

問  題
お楽しみ賞品付き

クロスワードパズルが全部解けたら、□の中の文字を並べかえて
答えの言葉を作って下さい。

は
が
き
に
、
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
こ
の

広
報
誌
の
感
想
や
ご
意
見
、
Ｊ
Ａ
へ
の
要
望
、
ご
家
庭

や
集
落
の
ホ
ッ
ト
な
で
き
ご
と
な
ど
も
お
気
軽
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
感
想
や
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は「
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報
は
、

広
報
事
業
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

送り先

延
岡
市
川
原
崎
町

　
　
　２
８
１
の
１

　Ｊ
Ａ
延
岡
総
務
課

　
　
　
　広
報
係
行

○
答
え

○
住
所
（
郵
便
番
号
）

○
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

○
年
齢
・
性
別

○
電
話
番
号

応募方法

家計の手助け

8 8 2 0 0 3 3

J
A
や
当
広
報
誌
な
ど
へ
の

ご
意
見
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。

クロスワードパズル
●6月10日（木）締め切り（必着）

5
月
号
の
当
選
者

　
　1 6 13 16 19

2 11

3 8

9 14 20

7 12 17

4 10 18

5 15

　
　

D

A

B

C

1 5 7 13 20

2 14 17

8 11 18

6 15

3 12 21

4 9 16 19

10

E

A

コ イ ノ ボ リ 　 イ

ウ ワ ギ 　 カ バ ン

ラ 　 ヘ タ 　 イ ド

　 ハ ン モ ツ ク 　

ヒ レ 　 ト チ 　 ウ

バ ツ ハ 　 ノ コ リ

リ 　 ハ ナ コ ト バ

JA 延岡女性部伊形支部の朝市グループによる「伊形朝市」は、毎週水曜日午前 8 時から              Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。 

●
5
月
号
の
正
解

【
全
体
運
】

実
力
発
揮
の
好
機
。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
、

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
と
連
絡
を
取
っ

て
。
新
し
い
話
は
丁
寧
に
検
討
を

【
健
康
運
】

前
半
は
無
理
を
し
な
い
で
。
後
半
は
行
動
力
ア
ッ
プ

【
幸
運
の
食
べ
物
】

キ
ャ
ベ
ツ

【
全
体
運
】

懐
か
し
い
人
、
懐
か
し
い
場
所
と
ご
縁
が
つ
な

が
り
ま
す
。
頼
ま
れ
事
は
引
き
受
け
て
み
て
。

あ
な
た
か
ら
の
お
願
い
も
◎

【
健
康
運
】

体
を
柔
ら
か
く
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
が
お
勧
め

【
幸
運
の
食
べ
物
】

キ
ュ
ウ
リ

【
全
体
運
】

交
友
関
係
が
活
発
化
。
判
断
に
迷
っ
た
と
き
は

今
ま
で
に
や
っ
た
こ
と
の
な
い
選
択
肢
を
優
先

す
る
と
吉
。
う
れ
し
い
贈
り
物
の
予
感

【
健
康
運
】

弱
い
部
分
の
ケ
ア
を
。
名
医
に
出
会
え
そ
う

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ト
ウ
ガ
ラ
シ

【
全
体
運
】

予
定
変
更
が
多
そ
う
。
イ
ラ
ッ
と
し
て
も
顔
に

出
さ
な
い
よ
う
に
。
臨
機
応
変
に
動
い
て
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。
遅
刻
に
は
注
意
を

【
健
康
運
】

体
調
不
良
は
休
養
を
取
れ
ば
回
復
。
気
に
し
過
ぎ
は
禁
物

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

【
全
体
運
】

大
き
な
運
の
後
押
し
が
あ
り
前
進
の
と
き
。
問

題
は
あ
っ
て
も
歩
み
を
止
め
な
い
で
。
知
恵
を

出
し
合
え
ば
解
決
へ
と
向
か
い
ま
す

【
健
康
運
】

無
理
な
動
き
は
控
え
て
。
腰
痛
や
け
が
に
注
意
を

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ジ
ュ
ン
サ
イ

【
全
体
運
】

厳
し
い
状
況
は
次
第
に
改
善
の
兆
し
を
見
せ
て

き
ま
す
。
手
間
と
時
間
の
か
か
る
方
法
が
結
果

的
に
は
最
善
、
最
短
の
予
感
で
す

【
健
康
運
】

楽
し
く
体
を
動
か
せ
る
体
操
が
お
勧
め

【
幸
運
の
食
べ
物
】

オ
ク
ラ

「
コ
ド
モ
ノ
ヒ
」

ヨコのカギ
１ お尻が光る水辺の虫
２ 手相占いで恋愛──を見てもらった
３ 「森のバター」の異名がある果実
４ 桃やブドウの収穫量が日本一である県
５ ギリシャ文字の第18番目の文字。Σ、σと書きます
９ 独り立ちしています
11 こっちを通ると早く着くよ！
12 石灰は土壌を──性に傾けます
13 オルカと呼ばれる生き物
15 傘の先からポタポタ落ちます
18 口の大きな爬

はちゅう

虫類

タテのカギ
１ 新しい──が衆議院を通過した
４ 南の島に生えていそうな木
６ 水を引き入れ、稲を植えます
７ 傘や長靴、レインコートなどのこと
８ 船が進む方向を定める装置
10 火を通していません
11 酔った人がフラフラと歩く様子
13 奈良公園にたくさんいます
14 アサガオが伸ばして巻き付ける物
16 月がなくて真っ暗。──にカラス、──のちょうちん
17 古池や──飛び込む水の音（芭蕉）
19 ６月の第３日曜日は──の日です
20 ささみや手羽、砂肝などの部位があります

南一ヶ岡 田　村　英　子 様

下三輪町 森 　 コ メ 様

古川町 甲　斐　沙和子 様

大貫町 稲　田　妙　子 様

北方町川水流卯 橋　本　憲　幸 様

北川町長井 植　田　俊　明 様

北浦町三川内 戸　髙　喜久子 様
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茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

冷やし納豆梅茶漬け

アジのたたき梅肉あえ

▼
全
国
各
地
が
活
気
づ
く
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
。風
薫
る
４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
の
大
型
連
休
は
ま
さ
し
く
「
黄
金
週
間
」。

そ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
に
続
き
、
今
年
も

耐
え
忍
ぶ
「
巣
ご
も
り
週
間
」
と
な
り
ま
し

た
▼
感
染
拡
大「
第
４
波
」で
関
東
、
関
西
圏

等
で
３
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
た
か
ら
で
す
。
宮
崎
県
も
ク
ラ
ス
タ
ー

（
集
団
感
染
）が
発
生
し
、
延
岡
市
も
感
染
者

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。そ
れ
な
の
に
各
地
の
行

楽
地
は
人
出
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。「
コ

ロ
ナ
禍
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
。だ
か
ら
危
機

感
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
の
報
道
が
あ
り

ま
し
た
が
、
同
感
で
す
▼
よ
う
や
く
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
注
射
し
た
部

分
の
痛
み
や
頭
痛
、
発
熱
等
の
副
反
応
が
起

き
る
な
ど
気
が
か
り
な
面
も
。加
え
て
感
染

力
の
強
い
変
異
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
ふ
る

い
重
症
化
も
深
刻
に
。不
安
は
増
す
ば
か
り

で
す
▼
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、
う
が
い
の

徹
底
。
そ
し
て
不
要
不
急
の
外
出
や
３
密

（
密
閉
、
密
着
、
密
接
）を
避
け
、
規
則
正
し
い

生
活
を
し
て
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
▼
地

球
上
に
生
命
が
誕
生
し
て
か
ら
38
億
年
。ウ

イ
ル
ス
が
誕
生
し
た
の
は
30
億
年
前
。わ
れ

わ
れ
人
類
が
誕
生
し
た
の
は
、
わ
ず
か
20
万

年
前
。つ
ま
り
ウ
イ
ル
ス
は
人
類
の
大
先
輩

▼「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
傲
慢
に
な
っ

て
い
る
人
類
へ
の
警
告
だ
」
と
の
活
字
を
目

に
し
ま
し
た
が
、
そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
ん
な
こ
と
考
え
て
い
た
今
年
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
。来
年
こ
そ
は
「
昨

年
は
大
変
だ
っ
た
ね
」
と
笑
っ
て
言
え
る

「
黄
金
週
間
」
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

哲)

　

編
集
後
記

冷や飯 ……………………… 1/2 膳分
納豆 …………………………１パック
大葉 ……………………５枚（千切り）
ミョウガ ……………２個（小口切り）
梅干し ………２個（種を取りたたく）
いりごま …………………………適宜
おろしワサビ ……………………適宜
冷たいお茶 …………………約 200ml

①冷や飯と納豆をそれぞれ別のボウルに入れて水洗いし、
ざるにあげ水気を切っておく。
②おわんに①の冷や飯、納豆を入れ、上に梅肉、大葉、ミョウ
ガ、いりごま、ワサビ（チューブ入りでもよい）を盛り付け、
周りから冷たいお茶を注ぎ出来上がり。

作り方

シェフ永井のおすすめ

①アジの刺し身を細切りにしボウルに入れる。
②①のボウルに薬味類の材料を入れ、さっくりと混ぜ合わ
せる。
③皿にダイコンのつまと②を盛り付け、ワサビナを添えて
出来上がり。

作り方

材料 （１人分）

材料 （２人分）
アジの刺し身 …………市販品１パック分
薬味類
　大葉 ………………………５枚（千切り）
　ミョウガ ………………２個（小口切り）
　梅干し …………３個（種を取りたたく）
　おろしショウガ ………………小さじ１
　いりごま ………………………小さじ１
ダイコンのつま、ワサビナ ……………適宜

　

Chef Nagai’s
recommended

recipe
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Ｊ
Ａ
全
農(

全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会)

は
、
こ
の
ほ

ど
葬
祭
事
業
情
勢
に
関
す
る

調
査
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

【
総
人
口
・
高
齢
者
人
口
】

　
令
和
２
年
5
月
1
日
現
在

の
日
本
の
総
人
口
は
、
1
億	

２
５
９
０
万
人
と
前
年
同
月

比
で
28
万
６
０
０
０
人
の
減
少	

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
65
歳

以
上
の
人
口
は
３
６
０
８
万

人
と
前
年
同
月
比
で
30
万	

４
０
０
０
人
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。

【
死
亡
者
数
の
推
移
】

　
年
間
死
亡
者
数
は
平
成
15

年
に
１
０
０
万
人
に
達
し
、
平

成
28
年
に
は
１
３
０
万
人
を

超
え
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
の
は
令
和
21
年
の
１
６
７
万

人
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

【
市
場
規
模
】

　
平
成
30
年
の
葬
祭
市
場
規

模
は
、
1
兆
８
２
３
１
億
円
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は

死
亡
数
の
増
加
に
よ
り
件
数

ベ
ー
ス
は
拡
大
す
る
も
の
の
、

葬
儀
規
模
の
縮
小
に
よ
る
単

価
の
下
落
、
新
規
参
入
に
よ
る

競
争
の
激
化
で
金
額
ベ
ー
ス

で
は
微
増
な
い
し
横
ば
い
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
次
第
で
は
さ
ら
に
厳
し
い

も
の
と
な
り
そ
う
で
す
。

【
葬
儀
事
業
者
数
】

　
全
国
の
事
業
者
数
は
約

５
０
０
０
社
、
事
業
所
数
は
約

１
万
１
０
０
０
ヵ
所
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
葬
儀
を
取
り
扱
う
Ｊ

Ａ
数
は
全
国
で
３
９
０
Ｊ
Ａ
、

全
Ｊ
Ａ
の
66
・
６
％
で
し
た
。
Ｊ

Ａ
本
体
に
よ
る
施
行
が
１
７
９

Ｊ
Ａ
、
子
会
社
施
行
が
１
１
７

Ｊ
Ａ
、
連
合
会
と
の
共
同
施
行

が
１
０
９
Ｊ
Ａ
、
民
間
委
託
が

63
Ｊ
Ａ
で
し
た
。（
一
部
重
複
）

業
界
団
体
別
の
シ
ェ
ア
は
、
葬

儀
専
門
業
者
40
％
、
互
助
会
系

40
％
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
11
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
葬
儀
場
所
】

　
89
・
７
％
の
葬
儀
が
葬
儀
会

館
を
利
用
し
た
葬
儀
で
し
た
。

【
葬
儀
価
格
】

　
葬
儀
1
件
あ
た
り
の
単
価

は
平
成
19
年
以
降
減
少
、
25

～
27
年
は
上
昇
に
転
じ
ま
し

た
が
28
年
以
降
低
下
が
続
き
、

令
和
元
年
度
の
施
行
単
価
は

１
３
４
万
３
０
０
０
円
と

ピ
ー
ク
の
平
成
18
年
と
比
べ

る
と
12
％
低
下
し
ま
し
た
。

　
令
和
2
年
11
月
10
日
に
公

表
さ
れ
た
経
済
産
業
省
・
特
定

サ
ー
ビ
ス
産
業
動
態
統
計
調

査
で
は
１
葬
儀
当
た
り
の
単
価

は
１
１
６
万
１
０
０
０
円
と
前

年
の
平
均
１
３
４
万
３
０
０
０

円
よ
り
も
18
万
２
０
０
０
円
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
が
だ
さ
れ

た
４
月
は
１
０
４
万
８
０
０
０

円
と
前
年
比
78
％
ま
で
ダ
ウ

ン
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み

  

故
人
お
名
前   

年
齢  

喪 

主    

ご
住
所

（
喪
主
の
方
は
敬
称
略
）

コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
傾
向
が
加
速

コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
傾
向
が
加
速

管
内
で
４
月
中
に
次
の
方
々
が
他

界
さ
れ
ま
し
た
。

ご
生
前
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

合 　

掌

（
以
上
、
プ
リ
エ
ー
ル
ご
利
用
分
）

葬
祭
事
業
の
情
勢

【
延
岡
市
】

河
野
　
　
武
様
90
マ
ユ
ミ
北
浦
町
古
江

矢
野
　
寿
喜
様
86
次

子
舞
野
町

甲
斐
タ
エ
子
様
91
幹

章
長
浜
町

見
山
　
幸
夫
様
95
榮

市
伊
形
町

上
田
　
松
美
様
94
順

生
北
川
町
本
村

伊
福
　
　
進
様
78
智
満
子
浜
砂

重
黒
木
　
智
様
88
冨

子
北
一
ヶ
岡

堀
田
　
直
美
様
91
月

子
川
島
町

岡
本
　
絹
代
様
79
甲
斐
由
美
大
貫
町

山
本
キ
ミ
子
様
91
邦

裕
構
口
町

永
吉
ツ
ユ
子
様
93

稔

富
美
山
町

佐
藤
キ
ミ
子
様
91
隆

美
野
田
町

花
田
ユ
キ
子
様
97
邦

男
無
鹿
町

米
田
　
梅
子
様
87

勉

土
々
呂
町

甲
斐
　
ヤ
エ
様
88
俊

弘
長
浜
町

栁
田
ウ
メ
エ
様
100
守

正
北
方
町
角
田
丑

松
井
キ
ヨ
子
様
94
則

子
祝
子
町

山
本
　
輝
雄
様
83
サ
ダ
子
緑
ヶ
丘

中
森
フ
キ
エ
様
90
正

雄
山
月
町

上
井
　
光
嘉
様
87
ミ
チ
子
下
伊
形
町

松
田
　
拓
也
様
81
宗

也
天
神
小
路

池
田
ミ
ヤ
子
様
100

博

北
川
町
市
棚

夏
田
　
誠
也
様
83
隆

浩
北
川
町
俵
野

小
田
　
　
豊
様
91
梅

子
北
浦
町
直
海

吉
岡
　
重
幸
様
80
ト
メ
子
松
山
町

本
田
　
兼
藏
様
79
山
口
真
由
美

出
北

甲
斐
　
逸
夫
様
86
傳

江
鯛
名
町

髙
見
多
十
郎
様
98
博

文
北
方
町
三
ヶ
村
午

長
野
　
助
典
様
64
幸

代
北
浦
町
古
江

茂
　
　
　
勇
様
93
恒

子
北
川
町
深
瀬

酒
井
　
誠
吾
様
46
俊

碩
細
見
町

松
本
す
み
子
様
88
敏

雄
行
縢
町

興
梠
理
一
郎
様
70
美
和
子
無
鹿
町

一
宮
　
　
操
様
83
純

一
鶴
ヶ
丘

佐
藤
長
榮
子
様
83

壽

鹿
狩
瀬
町

吉
田
佐
惠
子
様
94
寿

道
北
方
町
蔵
田
辰

奈
須
喜
久
美
様
83
浩

行
若
葉
町
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